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要約

本研究は，コンビューターを利用し，住宅事情についての500mメッシュ地図を作成し

て，その地域的動向を把握し，更に地形図との対比などにより，局地的な地域の住宅事情

を把握する方法を確立し，これを東京圏(埼玉県，千葉県，東京都，神奈川県)に適用し

て，その住宅事情の把握，住宅需給動向の分析，住宅市場予測の地域的把握などに寄与す

ることを目的とする O

具体的には，次のような各種の地図を作成する O

(1) 国勢調査500mメッシュ・データの地図

(2) 国勢調査では得られないデータの推計的メッシュ地図(空き家数など)

(3) 上記の地図と区市境界図，鉄道網図との重ね合わせ地図

(4) 住宅統計調査の区市別データの地図(上記地図と同縮尺)

(5) 住宅着工統計の区市別データの地図(上記地図と同縮尺)

(6) 住宅着工統計と住宅統計調査の区市別データ相互の比率の地図

更に地形図上の特定のメッシュについての局地的な分析をおこなう。

(1) 住宅事情にかんする諸指標についてのメッシュのランキング

(2) 特異なメッシュの地形図上での確認

(3) 特定地域内の数メッシュについてのメッシュ・データによる考察

研究の目的，意義等

1. 1 研究の目的

住宅の需給動向を，コンピューターを利用して，

500mメッシュにまでブレーク・ダウンした地図

として，把握する方法を確立し，これを東京圏

(埼玉県，千葉県，東京都，神奈川県)に適用し

て，多種のメッシュ地図を作成し，その住宅事情
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の把握，住宅需給動向の分析，住宅市場予測の地

域的把握などに寄与することを目的とする。

近年，コンビューターの普及とその性能の増大

により，膨大な地理的数値情報を，比較的容易に

処理し地図化することが可能となってきており，

これに応じて各種の地理的数値情報の整備も次第

に充実し始めている。土地利用や土地利用規制に

関する細密数値情報の10mメッシュ・データや衛
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星画像の数値情報は，従来では考えられないほど

の詳細な地域的分析を可能にしていると言えよう O

近い将来に，住宅市場の分析が，こうした詳細

な情報にもとずいて行なわれることも多くなるで

あろう O 今回の研究は，住宅統計調査，住宅着工

統計の区市別データと国勢調査のメッシュ・デー

タの利用に限られているが，将来の更に詳細な分

析への研究展開の基礎作りとしての意味も持ちう

ると期待している。

1. 2 地域的分析の必要性の増大

元来，住宅の需給事情は，地域的性格の強いも

のであるが，最近の住宅市場の動向をみると，ま

すますその地域的分析の必要性が増大していると

考えられる。

その理由としては，次のような三つの要因を挙

げることが出来ょう。

1 住宅需要の多様化，選別性の増大

2 住宅需給動向の変化の激しさ

3 住宅供給における地域的条件の増大

まず，住宅需要の多様化としては，単に借家需

要，持家建設，分譲住宅購入といった需要タイプ

の区別だけでなく，その中味(立地，規模，価

格)の多様化が顕著であり，かつてのように，住

宅でありさえすれば供給されるものには住み手が

見つかるという時代はすでに過ぎ去ってしまって

いることである。同じような住宅でも，その立地

によって，売れなかったり，貸せなかったりする。

また，住宅ストックの充実にともない，増改築

市場，中古市場などの比重も次第にその重要性が

高まっており，これらはまた，新築市場とは異な

る独自の地域的特性をもっている。

こういった需要の多様化の背後には，需要層の

世帯種類，世帯規模，資金力，立地選好などの多

様化が進行しているが，同時にその需要は選別的

であり，例えば，条件が良ければ分譲住宅を購入

するが，良いものが無ければ，借家住まいを続け

ると言った行動をとる。需要の現われ方も，その

時の資金事情や住宅需給事'情に応じて変化するの

である。

したがって，住宅需給動向は，経済的，社会的

条件の変化(物価動向，宅地需給，人口構造の変

化，住宅政策，建築規制など)により，急激に，

かっ多様に変化するようになってきている。同じ

東京圏のなかでも，場所によって地価が急騰した

り，下がったりする。また，地価高騰が特定の地

区だけに波及したりする。

住宅需給の変化にも，局地的な現象が目立ち，

大都市圏全体として把握したのでは不充分である。

急激に変化する市場動向を速やかに捉え，的確に

対応していく必要が生じているのである。

官民を問わず住宅の供給においては，供給物件

と住宅需要とのアンバランスが起こり易い条件が

次第に増大しており，住宅需要の地域性を無視し

た住宅供給はそれだけ失敗に帰する可能性が高く

なっている。大都市圏の拡大に応じて，住宅の需

給圏も拡大し，市場の地域性を的確に把握するこ

と自体が次第に難しくなってもいるのである。

従来から，こういった住宅需要動向の地域情報

については，個別的な情報収集を基礎とする直感

的な判断によっていたところが大であり，客観的

かっ公的な・情報を活用するということは相対的に

少なかった。もし，公的な統計資料にもとづく住

宅の需要動向の地域性が，的確にかつ速やかに把

握されるならば，それだけ，住宅供給が円滑にお

こなわれる条件がととのい，民間による住宅供給

と，公的住宅施策の双方に寄与することになると

考えられる。

1. 3 住宅需給動向の地域分析の条件

近年，住宅にかんすぐ地域データの蓄積が進み，

同時に，コンピューターの性能向上が目覚ましく，

コンピューターによる住宅需給の地域的分析の条

件は，急速に整いつつあると言えよう。こうした

変化は今後もさらに進んでいくと考えられるが，

ここでは，本研究にかんする限りでの研究条件と

して，次の二つの事項について言及する。

① コンピューターによる大量地域データの処

理技術の充実，とくにその地図化技術の発

達

② 国勢調査メッシュ・データ，住宅統計調査，
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住宅着工統計などにおける地域データの蓄

積。

O 言うまでもなく，コンピューターの能力の基
本は，大量データの高速演算処理である。たとえ，

コンピューターが使えるとしても，住宅需給動向

の地理的分析を可能にするだけの，大量な記憶容

量と高速の演算能力が，容易に利用できるのでな

ければ，原理的にはともかく，実用上，役に立つ

研究をすることは難しいであろう。

最近の大型コンピューターの性能はこうした要

求に十分に応えうるものとなっており，今回，作

成した130X160の地図の場合でも，合計20800の

メッシュについて，様々な数値データを与え，演

算をして地図化するのに，時間が数分しかかから

ないという速さである。これで，一都三県の主要

部分をカバーした地図になっているのだから，多

少の時聞をかければ，さらに広い地域についての

地図を作成することも可能であるO

多少の準備をしさえすれば，手軽な個人研究と

してでも，国勢調査の500mメッシュのレベルま

で，住宅需給動向の地域分析をすることが可能に

なってきていると言って良いであろう。

既に，国勢調査のメッシュ・データについては，

刊行物として，主要な指標についての地図が出版

されている。したがって，ただ国勢調査のメッ

シュ・データを地図化するだけでは，あまり大き

な意味がないという状況になっている。更に分析

的な作業をすべき段階にきていると考えられる。

O 住宅の地理的数値情報は，次第に豊かになり，
かっ利用しやすくなってきている。ここでは，今

回の地図作成に利用した三資料に限って，その利

用上の特質を説明しておく。

イ.国勢調査のメッシュ・データ

国勢調査のメッシュ別集計は，昭和45年因調か

ら1kmメッシュ別に行なわれているが， 50年国調

から，人口の多い地区については500mメッシュ

別の集計が行なわれている。 1kmメッシュと
500mメッシュの違いは，住宅事情の分析におい

ては大きな差があり， 500mメッシュにより，分

析の局地性が高まる O

昭和55年のメッシュ・データは， 50年に比し，

その集計項目の充実が行なわれ，住宅や世帯につ

いてもかなり豊かな内容を持つにいたっている。

具体的には，単に住宅数だけでなく，持ち家，借

家などの所有関係別だけでなく，一戸建て，共同

住宅などの建て方別の住宅数，室数別，畳数別の

住宅数などである。また，住宅需給の分析上重要

な世帯についての集計も世帯規模別のほか，高齢

世帯の集計が行なわれている。 50年と55年の比較

分析も可能なので，従来よりははるかに詳細な分

析が可能になったと言えるであろう O

言うまでもなく，国勢調査は悉皆調査であり，

メッシュを小さくすることによって，サンプリン

グ上の誤差が生じることがない筈である。しかし，

このことから，国勢調査のメッシュ・データに誤

差がないということにはならない。 50年と55年の

比較資料を地図化してみると，場所によって，不

自然な数値を示すメッシュが少数ながら，見出せ

ることがある。何らかの調査ミスか，あるいは，

50年と55年の調査区同定方法の差異によるメッ

シュ境界上の不斉合などが起っているのであろう O

500mメッシュぐらいの詳細な分析になると国勢

調査の精度にも，若干の問題が生じるということ

である。

以上のように，精度の絶対性に若干の問題があ

るとしても，国勢調査が悉皆調査であるというメ

リットは非常に大きく，住宅統計調査のような抽

出調査では得られない貴重な価値を持っていると

評価できょう。

ロ.住宅統計調査の区市別集計データ

住宅統計調査では，既に以前から大都市圏内の

区市についての精ちな特別集計がおこなわれてい

るが，最近では，全ての市が特別集計の対象にな

ると同時に，市域の拡大も進行して，広範な地域

についての集計がおこなわれている。

今のところ，この市区データはその数の多さの

ために全体としての利用はあまり進んでいないが，

次第にその利用の気運も目立ち始めている。この

データの特色は，国勢調査のメッシュ・データと

異なり，住宅とその居住者についての詳細な集計

がなされていることである。

具体的には，空き家や一時現在者のみの住宅な



38 総合都市研究特別号 1989

ど，居住世帯のない住宅とか，建築時期別の住宅

数，建物の構造別，設備の専用共用別，延べ面積

別の住宅数や家賃など，国勢調査では調査されて

いない項目を知ることができる。また，各種のク

ロス集計表があり，国勢調査のメッシュ・データ

のほとんど全てが単純集計であるのに比して，は

るかに多様なデータを与えてくれる。

ハ.住宅着工統計の区市別集計データ

建築統計年報と月刊住宅着工統計に資料が公表

されている。年報の区市別データでは，利用関係

別，資金別の新築住宅の戸数と床面積についての

年計，年度計が公表されている。月刊住宅着工統

計の区市別データでは，年報と同じ利用関係別資

金別の月別数値とともに，建て方別の戸数と床面

積の月別数値が発表されている。 5年おきに調査

され，更に数年遅れで公表される国勢調査や住宅

統計調査に較べ，速報性の点では非常に優れた統

計である。住宅着工後のわずか 1ヶ月程度の遅れ

でその数値が公表される。

着工したばかりで，まだ工事中の住宅のデータ

が，公表されているという速報性は，今後，コン

ピューターによる分析のシステム化が進むに応じ

て，ますます，その価値が発揮されることになる

表1 国勢調査のメッシュ・データ集言十項目

(昭和50年)

l 人口，男女別

2 年令別人口，男女別

3 労働力状態別15歳以上人口，男女別

4 従業地，通学地別15歳以上就業者，通学者

5 産業分類別就業者数，男女別

6 従業上の地位別就業者数，男女別

7 世帯の種類別世帯数(普通世帯，準世帯)

8 世帯人員別世帯数

9 世帯区分(6歳未満の親族のいる普通世帯，老人

のみの世帯，その他)別世帯数

10 家族類型別普通世帯数(核家族世帯，夫婦のみの

世帯)

11 経済構成別，普通世帯数

12 住居の所有関係別，普通世帯数

であろう。

以上の三種の統計の地理的情報についての評価

は，現段階の刊行物情報にかんするものであり，

これらは今後ますます，充実した情報となり，そ

の利用のしやすさも進むことであろう。

表2 国勢調査のメッシュ・データ集言十項目

(昭和55年)

1 人口，男女別

2 年令別人口，男女別

3 配偶関係別15歳以上人口，男女別

4 入居時期別人口，男女別

5 労働力状態別15歳以上人口，男女別

6 従業上の地位別就業者数，男女別

7 産業分類別就業者数，男女別

8 職業分類別就業者数，男女別

9 教育程度別人口，男女別

10 従業地，通学地別15歳以上就業者，通学者

11 利用交通手段別，就業者，通学者

12 世帯の種類別世帯数(普通世帯，準世帯)

13 世帯人員別世帯数

14 家族類型別普通世帯数，普通世帯人員(核家族世

帯，単独世帯等)

15 世帯区分(単身高齢者，高齢者夫婦世帯)別世帯

数

16 経済構成別，普通世帯数，普通世帯人員

17 住宅の建て方別，普通世帯数(一戸建，長屋建，

共同住宅)

18 住居の所有関係別，普通世帯数

19 居住室数別，普通世帯数，普通世帯人員

20 1人あたり畳数別，普通世帯数

21 収入の種類別，普通世帯数，普通世帯人員

22 比率

性比，平均年令，年少人口の割合，生産年令人口

の割合，老年人口の割合，労働力率，就業率，完

全失業率，雇用者と役員の割合，産業別就業者率，

職業別就業者率， 15歳以上通学者率，

核家族世帯の割合，片親の核家族世帯の割合，単

身高齢者世帯の割合，高齢者夫婦世帯の割合，

住居の所有関係別，普通世帯の割合，
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表3 住宅統計調査の区市関係データ(昭和53年)人口5万人以上の市，区に関する結果

第1表居住世帯の有無別住宅数及び人が居住する住宅以外の建物数一人口 5万以上の市，区

第2表住宅数，人が居住する住宅以外の建物数並びに世帯の種類別世帯数及ぴ世帯人員 人口 5万以上の市，

区

第3表住宅の種類，構造，建築の時期別住宅数一人口 5万以上の市，区

第4表住宅の種類・住宅の所有の関係別住宅数，世帯数，世帯人員住宅当り居住室数 1住宅当り畳数，

l住宅当り延面積人当り畳数及びl室当り人員一人口 5万以上の市，区

第5表住宅の種類，延面積別住宅数一人口 5万以上の市，区

第6表設備状況別住宅数一人口5万以上の市，区

第7表住宅の日照時間，日当りの良くない原因別住宅数一人口 5万以上の市，区

第8表住宅の所有の関係，最低居住水準・平均居住水準状況別世帯数一人口 5万以上の市，区

第9表世帯の種類，住宅の所有の関係世帯の居住室の使用状況別主世帯数人口5万以上の市，区

第10表世帯の主な働き手の従業上の地位(雇用者のみ企業規模)，世帯の収入階級，世帯の種類，住宅の所有

の関係別普通世帯数一人口10万以上の市，区

第11表世帯の主な働き手の従業上の地位・世帯の収入階級，世帯の種類，住宅の所有の関係別普通世帯数一人

口5-10万未満の市

第12表住宅の所有の関係，通勤時間別世帯の主な働き手が雇用者である普通世帯数(世帯の主な働き手が商

工・その他の業主である普通世帯一特掲) 人口 5万以上の市，区

第13表住宅の建て替え・購入・新築等の別昭和49年以降に建築された持ち家数 人口 5万以上の市，区

第14表住宅の種類，専用住宅の所有の関係別借家数及び1畳当り間代一特掲)一人口 5万以上の市，区

第15表住宅の種類 1か月当り家賃別借家数(1か月当り間代別住宅に同居している普通世帯数一特掲)一人

口5万以上の市，区

第16表住宅の敷地面積，建て方，住宅の所有の関係別 1戸建・長屋建の住宅数一人口 5万以上の市，区

第17表都市計画の地域区分，居住世帯の有無別住宅数及び人が居住する住宅以外の建物数並びに世帯の種類別

世帯数及ぴ世帯人口一人口 5万以上の市，区
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表4 住宅統計調査の区市関係データ(昭和58年)第2部市，区に関する結果

第1表居住世帯の有無(5区分)別住宅数及び人が居住する住宅以外の建物数一市，区

第2表住宅数，人が居住する住宅以外の建物数並びに世帯の種類(6区分)別世帯数及び世帯人員一市，区

第3表住宅の種類(3区分)・構造(3区分)，建築の時期(6区分)別住宅数一市，区

第4表住宅の種類(3区分)，住宅の所有の関係(2区分)別住宅数，世帯数，世帯人員 1住宅当り畳数，

1住宅当り延面積 1人当り畳数，及ぴ1室当り人員一人口10万以上の市，区

第5表住宅の種類(3区分)，住宅の所有の関係(2区分)別住宅数，世帯数，世帯人員 1住宅当り居住室

数住宅当り畳数住宅当り延面積人当り畳数，及び1室当り人員 人口10万未満の市，区

第6表住宅の種類(3区分)，延面積(6区分)別住宅数一人口10万以上の市，区

第7表住宅の延面積(6区分)別住宅数一人口10万未満の市，区

第8表建て方(4区分)，台所の型(5区分)別住宅数一市，区

第9表設備状況(18区分)別住宅数一市，区

第10表建て替え・購入・新築等(6区分)別昭和54年以降に建築された持ち家数一市，区

第11表住宅の種類(3区分)，専用住宅の所有の関係(8区分)，建築の時期(3区分)別借家数及びl畳当り

家賃(住宅に同居する普通世帯数及び住宅以外の建物に居住する普通世帯数並びに 1畳当り家賃・間代

一特掲)一市，区

第12表住宅の種類(3区分)， 1か月当り家賃(8区分)別借家数(1か月当り間代別住宅に同居する普通世

帯数特掲)一市，区

第13表 世帯の収入階級(7区分)，世帯の種類(2区分)，住宅の所有の関係(5区分)別普通世帯数世帯

当り人員 1世帯当り居住室数及び1世帯当り畳数一市，区

第14表住宅の所有の関係(6区分)，世帯の主な働き手の通勤時間(8区分)別世帯の主な働き手が雇用者で

ある普通世帯数(世帯の主な働き手が商工・その他の業主である普通世帯ー特掲)一人口10万以上の市，

区

第15表住宅の所有の関係(2区分)，世帯の主な働き手の通勤時間(8区分)別世帯の主な働き手が雇用者で

ある普通世帯数(世帯の主な働き手が商工・その他の業主である普通世帯一特掲) 人口10万未満の市，

区

第16表建て方(5区分)，日照時間(4区分)別住宅数市，区

第17表住宅の種類(3区分)，敷地に接している道路の状況(10区分)別住宅数一市，区

第18表都市計画の地域区分(18区分)，居住世帯の有無別住宅数及び人が居住する住宅以外の建物数並びに世

帝人員一市，区
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表5 住宅着工統計の都市別データ

様々な統計が，刊行物としてでなく，磁気テー

プの形で提供されるようになるだけで，その利用

のコストと時聞が縮小し，利便性は，はるかに増

年計データ(建築統計年報) 進することであろう。また，印刷コストのために

公表されていない既存資料の利用も可能になる筈

利用関係別(持家，貸家，給与住宅，分譲住宅)，資金 である。

別(民間資金による住宅)，新設住宅の戸数，床面積 本研究における，地理的数値情報の利用上の制

約は，あくまで，小規模研究としての条件に稗ら

月別データ(住宅統計年報) れている。より大規模な組織的研究とするだけで

も，その制約の一部は取り除かれることであろう。

利用関係別(持家，貸家，給与住宅，分譲住宅)，資金 住宅需給動向の地理的分析の可能性は，本研究

別(民間資金による住宅)，新設住宅の戸数，床面積 の成果より，はるかに大きく，今後はますます，

住宅の種類別(専用住宅，併用住宅)，建て方別(一戸 そうなっていくと考えられる。

建て・長屋建て，共同住宅)，新設住宅の戸数，床面積 なお，本研究の実施にあたっては，東京都立大

学都市研究費のほか，日本住宅総合センターの研

究助成費を使用している O

表6 昭和50年と昭和55年のメッシュ同定方法の差異

国勢調査に関する地域メッシュ統計の作成は，昭和45年国勢調査以降各回調査の都度，調査区(注)別の結果デー

タを地域メッシュに対応づけ(以下「同定」という。)る方法により行っているが，昭和50年及び55年の各調査

結果についての同定の手法には，下表に示すような差異がある。

同定手法の比較

昭和50年国勢調査結果 昭和55年国勢調査結果

(調査区単一中心点同定) (調査区複数中心点同定)

①調査区内での人口の分布が，全域にわたってほ ① 面積が1平方キロメートル未満の調査区につい

ぽ平均的になっている場合には，その調査区の中 ては，人口分布のほぼ中心を含んでいる地域メッ

心を含んでいる地域メッシュにその調査区が，含 シュにその調査区が含まれているとみなす。

まれているとみなす。 ② 面積が1平方キロメートル以上の調査区につい

②調査区内の人口が一つ以上の地域に偏っている ては，調査区の区域に掛かる地域メッシュごとに，

場合は，一番多くの人口が集まっている場所の中 それぞれ，人口中心があるものとみなし 1調査

心を含んでいる地域メッシュにその調査区が含ま 区と複数の地域メッシュを対応づける。ただし，

れるものとする。 常住する者がいない地域メッシュについては，対

③調査区で人口がほとんどない場合には，主要な 応づけを行わない。

建物，施設などを含んでいる地域メッシュにその ③常住する者がほとんどいない調査区は，主要な

調査区が含まれているものとみなし，建物，施設 建物，施設などを含んでいる地域メッシュにその

がない場合には，その調査区の地理的中心を合ん 調査区が含まれているものとみなし，建物，施設

でいる地域メッシュにその調査区が含まれている がない場合には，調査区のほぼ中心を含んでいる

ものとみなす。 地域メッシュにその調査区が含まれているものと

みなす。

(注)調査区…… 調査員の調査担当区域を明確にさせ，調査の重複，脱漏を防き¥調査の正確性を期すること

を目的として設定された区域である。国勢調査の調査区の大きさは，原則としておおむね50世

帯となるように設定されている。
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2 研究の方法，作成地図の技術的な問

題点

2. 1 地図化作業と分析方法の概要

研究の具体的な実施方法は，おおむね，次の順

序に従った。

(1) メッシュ・データを地図化する既成プ

ログラムの修正

東京都のみを対象とする既成プログラ

ムを，一都三県に拡大。

(2) 区市別データを地図化する既成プログ

ラムの修正

上記のメッシュ地図と同縮尺の区市別

地図のプログラムの作成。

(3) データの収集とデータ・ファイルの作

成

因調メッシュ・データ，住調と住着の

区市別データについて，一都三県のファ

イルを作成。

(4) 両統計によるメッシュ・データ推計方

法の検討

主として，空き家数について，因調

メッシュ・データと住調の区市別データ

の利用により，メッシュ別数値を推計。

(5) コンビューターによる地図化作業

上記のデータに基づく，各種のメッ

シュ別地図，区市別地図を，同一縮尺で

作成。

(6) 鉄道地図，一万分の一地形図などとの

比較検討作業

透明なフィルムにかいた鉄道網図や区

市境界図との照合，一万分の一地形図上

における特別なメッシュの確認などをお

こなった。

(7) 分析，考察

2. 2 メッシュ地図の概要

本研究で作成したメッシュ地図の概要は次の通

りである。メッシュの種類は，緯度経度を軸とす

る地形図に対応するメッシュであり，言うまでも

なく，国勢調査のメッシュと同じものである。

①単位メッシュの大きさ，一一国勢調査

メッシュ・データのなかで，最も詳細

な500mメッシュである。その大きさ

は，今回の地区では，おおむね，南北

450m X東西560mであり，その面積は，

おおむね， 25haである O

② 500mメッシュ・データの入手できる

範囲，一一昭和55年国勢調査の場合，

1kmメッシュ・データは，ほぽ，全域

をカノfーするのに対ーし， 500mメッ

シュ・データは，人口の少ないメッ

シュについては，データが得られない。

具体的には，港北ニュー・タウンなど

の開発区域や周辺の山林部などは，

データの空白地域になってしまう。

③地図の大きさ，一一南北130X東西160

の大きさで，一都三県の主要部分にあ

たる約2万のメッシュをカバーする。

(資料参照)

④地図の出力機器，一一ライン・プリン

ターにより濃淡のドット・マップとし

て出力する。 lドットは 1文字により，

500mメッシュ一つに対応する。

2. 3 地図化における各種データの技術的な長

所短所

(1) 区市町村別住宅関連資料

イ 住宅統計調査の区市別資料

・…・区市別の住宅資料にかんする最

も詳細な資料であり，多数の地国を

出力することができる。居住者の有

無，住宅の所有関係，建て方，建築

時期，規模(空数，畳数，床面積)

家賃などについての統計値が，様々

なクロス表の形で公表されており，

その一つひとつについて，地図を作

成できる。しかし，区市別の集計は，

個々の市区の面積が異なるため，そ

の住宅数などの絶対値の地図化は意

味がない。

区市の面積で除した密度とするか，
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持家率，平均家賃，一人当り畳数な

どの比率や平均値の地図として作成

することになる。

住宅統計調査は抽出調査であるた

め，地図の種類によっては，その精

度について信頼度が低くなる場合が

あるので，注意を要する。持家率と

か，平均家賃など，多数のサンプル

の集計値については問題がないので

あるが，民間貸家で大規模住宅の家

賃などと，集計サンプルが少なくな

ると，異常な値を示すことが多くな

る。

最近の資料では昭和58年のものが

あり，その概略は前記表4に示した

通りである。 5年おきの調査である

ため，速報性の点では，相当の制約

がある。

ロ 住宅着工統計，区市別資料

・・…・建築統計年報に区市別の住宅建

設動向について，利用関係別，資金

別の新築住宅の戸数と床面積につい

て，年計，年度計の数値が公表され

るほか，月間住宅着工統計には，同

じ利用関係別資金別の月別数値とと

もに建て方別の戸数と床面積の月別

数値が発表される。

届出が必要な住宅工事については，

ほほ正確な数値であると考えられ，

住宅調査のような抽出調査の難点は

ない。また，速報性の点でも非常に

優れた統計であり，住宅市場の変動

をわずか 1ヶ月程度の遅れで追跡す

ることカfできる。

ハ 国勢調査，区市町村別資料

……この資料は今回の作業では，利

用の対象としていない。

住宅統計調査に比して，住宅関係

の調査項目が少ないのは当然である

が，悉皆調査であるため，抽出調査

のような精度の問題はない。メッ

シュ・データと異なるのは，若干の

クロス集計が行なわれ，公表されて

いる点である。

速報性の点では，住宅統計調査と

同様に，あまり，高く評価できない。

(2) メッシュ別住宅関連資料

ー 国勢調査メッシュ・データ

.. 500mメッシュのほか， 1 km 

メッシュもあり，様々な精度の地図

を作成できる。

悉皆調査であるため，抽出調査の

ような精度の問題がないことは，前

項と同様であるが，メッシュ境界上

の区分けには，相当の誤差が入りこ

むようである。メッシュへの同定を，

個々の住宅単位で正確に行なうので

はなく，調査区単位の同定作業に

終っているだけでなく， 50年と55年

で，その同定の方法が多少，異なっ

ていることも関係していると考えら

れる。この誤差は， 500mメッシュ

のような細かいメッシュになるほど，

相対的に大きくなる。今回の研究で

も， 50年と55年の増減を計算して，

地図化してみると，世帯総数のよう

な，基本的数値にさえ異常値の発生

するメッシュが見出されている。

住宅統計調査に較べて調査項目は

限定され，ほとんど単純集計だけで

あるため，クロス集計情報を欠いて

いる。

住宅関連の数値については，相対

的にであるが，かなり詳細数値があ

るほか，世帯についての数値もおお

いので，その利用の方法によっては，

住宅市場の動向を地域的に分析する

上で，価値が出てくると思われる。

速報性の点では，決して優れてい

ると言い難いが，資料が磁気テープ

の形で供給されることでは，上記の

どの資料よりも利用がしやすいと言
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えるだろう。印刷された資料からコ

ンピューター内のファイルとするま

での煩雑な作業とコストを回避でき

るからである。

ホ 住宅統計調査および国勢調査のメッ

シュ別特別集計

住宅統計調査は，調査区単位の抽

出調査であるため，メッシュ別特別

集計になじまない。対象調査区の半

分だけが調査されていることも，そ

の作業を難しくしている o 500m 

メッシュのような細かいメッシュで

は，確率的な誤差が大きくなってし

まうであろう O 仮りに，メッシュを

大きくして集計しても，常に精度の

問題が付きまとうことになろう。

むしろ，国勢調査のメッシュ別特

別集計により，いくつかのクロス集

計を行なった方が，より有効なデー

タが得られると考えられる。

いずれにしても，今回の研究では，

こうした特別集計を行なってはいな

い。今後のより大規模な研究におい

て行なうべき宿題であると言えよう。

2. 4 住宅市場にかんする推計的なメッシュ・

マップ作成の試み

住宅の需給動向の地域的な把握を行なうために

は，単に，メッシュ・データや区市別データをそ

のまま地図化するだけでなく，多様なデータを組

合せて，新しい数値を計算したり，推計したりし

て，より有益で，分かりやすい地図を作成する必

要があろう。

本研究では，様々な地図により，住宅需給の地

域的分析を行なう方法を摸索しているが，その一

環として，国勢調査のメッシュ・データと住宅統

計調査の区市別データの組合せによる，新しい

メッシュ・マップの作成を試みている。

具体的には，国勢調査(昭和50年. 55年)の

500mメッシュ別データ 住宅統計調査(昭和53

年. 58年)の区市別データを利用して，それぞれ

の欠点，すなわち

イ 国勢調査は500mメッシュ・データ

はあるが，基本的情報に限られる。

ロ 住宅統計調査は詳細な情報はあるが，

区市別集計だけでメッシュ・データ

はない。また，特別にメッシュ別の

集計を行なっても，調査区別の抽出

調査であるため，信頼度が低くなる。

この2点を克服して，一方の統計だけでは得られ

ない，多種の地図を作成する。たとえば，空き家

数のメッシュ地図は，国勢調査だけでは得られな

いが，住宅統計調査の区市別の空き家数をベース

として，国勢調査による個々のメッシュの建て方

別住宅数，所有関係別住宅数などにより，メッ

シュ内空き家数を推定して作成する。

2. 5 住宅需要動向の地域的分析における，今

後の可能性，特に予測性について

区市別の地図やメッシュ・マップの形で，住宅

需給動向を地域的に分析すると言っても，その中

には，次の二つの要素，すなわち

イ 現状の的確な把握

ロ 将来の住宅需給予測の地域へのブ

レーク・ダウン

の2つが含まれるだろう。

言うまでもなく，住宅需給動向の分析としては，

後者のほうが前者より利用価値が高い。しかし，

後者のほうは将来予測がはいるだけ，作業が難し

くなる。

前者にも，データの誤差の処理などの厄介な技

術的問題があるが，基本的な困難はなく，データ

が豊かになり，使いやすい形で入手でき，速報性

がますほど，質の良い分析ができると言えるであ

ろっ。
ところが，後者のほうには，将来予測を区市や

メッシュなと3の地域へブ'レーク・ダウンするとい

う過程が入る。この過程には，多少の誤差が入る

ことは当然であるが，下手な推計をすると，予測

の誤差と地域分解の誤差が重なりあって，使いも

のにならないほど，誤差が大きくなってしまうで

あろう O この種の誤差は，ある程度までは，推計
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方法の問題であるが，推計すべき指標によっても，

大きくなったり，ィ、さくなったりするであろう。

例えば，新築住宅の戸数を地域別に予測すること

は，住宅の建て替え戸数を予測するより，はるか

に難しい。建て替え戸数をメッシュにブレーク・

ダウンするには，メッシュ内の一戸建て住宅戸数

ストックという手掛かりがあるが，新築住宅には，

そうした手掛かりが少ないからである。

ここでは，あえて多少の軽率さを承知の上で，

比較的可能性の高い指標，すなわち，地域別予測

のしやすい市場動向を例示しておくことにする。

(1) 建て替え動向のメッシュ別予測

(2) 増改築需要のメッシュ別予測

(3) 一戸建て，共同住宅別の中古住宅発生数の

メッシュ別予測

(4) 利用関係別などの住宅着工戸数の区市別予

調1

3 空き家数メッシュ・マップの作成

3. 1 メッシュ別空き家数の推定方法

空き家数についてのデータは，住宅統計調査だ

けであり，地域データとしては，区市別のみで，

メッシュ・データは公表されていない。仮りに，

特別集計をして，メッシュ別のデータを作成する

としても，調査区単位の抽出調査であるため 1

メッシュの大きさをよほど大きくしないと，空き

家のような数値については，良好なデータを得る

ことは難しいであろう。

空き家数は，住宅市場の 1指標としても重要で

あるが，国勢調査のメッシュ・データの補足資料

としても重要な意味を荷っている O 国勢調査では，

普通世帯数，つまり，居住世帯のいる住宅の数ま

では明らかになるが，空き家を含めた住宅数は分

からない。住宅市場をメッシュ単位で分析しよう

とする時，メッシュの住宅数が推定できると言う

意味で，メッシュ別空き家数推定は，住宅市場の

基本的情報を与えてくれると言ってよいだろう。

本研究の特色のひとつは，国勢調査のメッ

シュ・データと住宅統計調査の区市別データを組

み合わせることであり，空き家数の推定も，この

方法によって行なうことができる O ここでは，下

記のような 4種類の方法で空き家数の推計を行な

い，そのメッシュ・マップを作成した。 A，B， 

C， Dの4つの方法のうち Bは，その推計過程

に無理があるので，信頼できないが，他の三者の

どれが一番妥当であるかは，検証の手段がない。

CまたはDが実態に近いであろうという感触があ

るだけである。予測法Cによる地図と予測法Dに

よる地図は相互によく似ていると同時に，住宅統

計調査による区市別空き家率図(昭和53，58年)

と比べて，空き家の実態をよく描写していると

いってよいだろう。

なお，推計の過程で使っている空き家率の概念

は，一般に使われているものと異なり，国勢調査

のメッシュ・データのリンクすべき数値に対応す

る概念を分母にしたものとなっている。たとえば，

国勢調査の普通世帯数に乗じる住宅統計調査の空

き家率は，住宅数でなく，居住世帯のある住宅に

たいする空き家の率を使っている。

Oメッシュ内空き家数の推定方法
A 住宅統計調査の区市別空き家率を，国勢調査

メッシュ普通世帯数に乗じて推定する。

表7 昭和58年度住宅統計調査全国市部住宅の空き

家率，構造別，建て方別

住宅数(戸) 一戸建 長屋建 共同住宅

言十 15，891，500 2，440，600 8，932，200 

木造 15，020，300 2，010，500 3，249，100 

非木造 871，200 430，100 5，683，100 

空き家数(戸)

言十 797，600 383，700 1，518，500 

木造 764，800 329，100 735，700 

非木造 32，900 54，700 782，800 

空き家率(%)

計

木造

非木造

5.02 

5.09 

3.78 

15.72 

16.37 

12.72 

17.00 

22.64 

13.77 
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K
，h
k
k

:
F
:
E
F
:
 

4
4
4
t
t
t
 

県

.. 
" 

都市名

6
7
 

HJ

・ジ

un

ク

F

ク

・

ジ

シ

・

ジ

ヨ

ハ

シ

シ

ワ

M

ク

リ

ク

ジ

ク

シ

ク

ク

ツ

ク

シ

シ

・

υ
H
J
2
4

ハ

シ

シ

シ

シ

シ

つ
平
ク
u

クハ・

M
M
ク
ク
ン
ク
リ

f
+イ
ラ
ク

i
ク
ハ

h
-
J
リ
ワ
リ
シ
ミ

-
J
J
N
シ・
3
1
・2
y
・ジ

力
ハ
ミ
ね
ク
ク
三

u
コ
叶
，
ホ

h
M
7
t
H
ク
リ
"
'
つ
ハ
ッ
ク
干
ウ

λ
ツ
ク
い
柿
帆
・
ジ
時

-
y
u
1
ト
ハ
川
平
ミ

U

1
1・ル
f
-
J
hり
1
ト
ソ

T
4
ツ
4
リ
ト
V
つ
つ
イ

h
hゼイ
P
ソ
コ
ラ
ヨ
シ
ヲ
・
内
問
ハ
ウ
タ
ツ
平

hL
ヒ凶

1
v

ア
ヨ
ツ

h
こ
j
三
品
イ
ハ
コ
ト
「
J
P
E
E
n
h
リ
ー
フ
ク
ミ

T
ヨ
L
ハ
7
4
7
λ
リ
三
ハ

T
F
イ
工
リ
ミ

y

都市番号

。o
i
2
3斗
5
6
7
8
ヲ
0
1
2
3
4
0
1
2
3
4
5
6
7
1
3
4
5
6
7
日
9
0
1
4
2
3
4
r
J
6
7
8

Z
0
0
0
0
0
0
0
0
0
υ
i
l
l
i
1
3
3
3
3
1
J
3
3
3
0
0
0
0
0
0
o
o
l
-
-
l
i
l
i
-
-ム

フ
ι
1ムーム
141ム
141ム
1」、
41必可ム
'J.
司よ

1TPム
t41ム
1A1ム
1」
1ム
1&
、41A勺〆
-q乙今
tヲ
ι勺ζH，ι、4'Br44qt吋正、，
ι今己勺〆・
Hd
勺£勺
4

14h吋
huyh吋ム叶ム吋ム叶ム
HTA叫ん叫
AM，
hHThu，t斗ム咋ム
uvム吋ム吋
h吋ム叫
hH・huf
ム吋ム
qhHThH・
h-h吋ム吋ム
U寸
huvh叶
huyhH，A吋ム叶
4・hu，ム
HY
ム吋ム吋

通番

7
U
H
7
0
i
z
・J
4
3
6
7
8
9
0
1
2
3
4「
J
O
-
-
8
7
0
l
2
3
4
5
6
7
8
u，o
i
1
ι
1
J
q
h
J
'
u
l

-
-
7
4
2
2
7
ι
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
内

Q
4
h・
4
4
4
4
4
4
H
J
D
D〉
RJHJ
コ5

i
l
i
l
i
-
-
i
l
l
l
i
l
i
-
-
l
l
i
l
-
-
L
i
l
l
i
-
-
i
i
l
i
-
-
ι
i
i
l
i
l
i
-
-

数値

例

作成地図の外の区市

s-埼玉県
Kー神奈川県

10kmの距離帯

C一千葉県
Tー東京都

凡

* 
帯

県

2
8
8
2
6
5
5
4
7
Q
O
O
Q
f
R
4
2
4
ベ
J
3
4
5
2
0
4
4
i
k
J
1
8
4
6
9
2斗
2
9
6
5
9
7
6
斗
日

2
J・f
9
9
U
2
b
ヲ
6
4
r
n・5
3
7

q
p
Q
4
0，3
7
4
0
2
9
2
0，i
3
8
7
8
5
2
9
2
9
2
7
2
2
5
0
0
H
O
R
U
G
3
7
日
つ
k
d
lリ
5
7
1
±
l
ι
J
'
P
3
7
2
っι
6
6
r
J
2
2
1・
b
n

O
0
9
r
J
2
2
Q，2
i
J
7
4
9
・J
T
7
4
7
4
3
7
7
6
5
2
9
4
3
8
4
9
5
1
4
0
5
r
O
2
2
0
2
4
4
6
2
1
7
2
0
6
1
3
9
0
4
6
3
2
Q
5

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
.
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

0
o，l、tHU崎
d
1
J
F
t
q
f
o
b
-
ι
i
iハ
7け
J
1
0
3内
ブ
マ

thHIムヲ
R
v
i
y
-
o，1ムnhyL3J1AHuy--
ヮけ
rOHU司
I
7
f
7
8
r
Jリ
'
7
1
3
1
0
'
bら
叶
JRUAUHJIり

1

1

1

2

l

i

l

i

-

-

1

1

句

B

A

I

l

i

-

-

1

1

1

1

}慎位

i
3
4
0
4
4
d
8
7
1う
6
9
4
0
H
U
2
5
4
4
7
5
2
7
6
8
1
A
1
.
'
b
2
6
日
5
6
4
0
4
3
お
う
5
5
6
E
A
M
-
8
7
Q
7
b
2
8
'
a
z
o
nぃ
4
0
0

HJ・l
ワ
1
4
1
4
2
u
J
2
2
2
1
J
h
J
6
2
4
1
4・E
3
9
8
2
6
7
2
2
5
3
7
2
1
4
3
6
ワ
3
6
7
3
8
0
Q，1
.
9
4
6
7リ
i
i
1
J
4
3
6司
3
5
3

l

i

l

i

-

-

A

l

l

i

l

i

-

-

4

1

4

 

帯県

3
4
4
7
3
5
h
J
2
4
0
l
i
l
i
-
-
i
l
i
-
-ム
2
2
1
1
2
1
1
1
A
2
2
2
2
2
・h
J
4
2
F
5
1
J
4
p・4
3
1
J
4
3・3
・3
3
・4
4
2件
3
1
J
斗

3
3

cccc.し
C
C
C
C
I
T
T
T
T
T
T
T
7
T
I
T
E
r
-
T
T
T
I
T
-
-
r
T
.
1
T
T
E
T
-
-
.
1
T
γ
I
T
-
-
T
T
T
I
T
a
-
-
.
I
T
-
-
T
T
T
r
T
T
T
T

F

F

F

 

4

4

4
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一都三県の区市別空き家率(同順位表)(空き家率の概念は，一般のものと異なり，普通世帯数を分母とする)表9

都市名

-ジ守

-

U

-

u

v

-

u

m

-

u

-

u

d

r

 

シ

ラ

ワ

シ

ク

ク

ウ

u

シ

ル

シ

シ

シ

シ

ク

シ

・

ジ

ク

シ

，

“

u

ッ

・

J

シ
ミ
・
ジ

F
ヨ
シ
シ
つ
フ
シ
工
ラ
ク
シ
ワ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
キ
ワ
シ
シ
シ
シ
シ
ク
ラ
・
ジ
イ

ク
-J
ウ
ク
ク
u
?
・
ジ
シ
リ
イ
・
ジ

-uunou
ク
ラ
1

・ジク
U
U
1
『
プ
ジ
愉
・
31un
イ
ク
u
コ
7
9
Z
4
n
J
4
4
つ
リ

-um-Jn
つ
u
u
・
ジ
・
ジ
エ
ワ

λ
事

ツ
hL
ク
ト
ミ
ウ
ハ
ノ
"
h
-
u
o
つ
h
3
フ
メ
マ
ク
約
ク
ウ
ミ
力
シ
4
シ
才
力
帆
鳩
コ
d
n
n
1・mq-u"
タ
nyeh7
愉
n
約
V
リ
ウ
リ
ノ
ト

t
t
h
t
『イ

un
ノ
n

h
ヨ
・
ジ
イ
ル
ソ

7
幻

H
q
ノ
コ
ィ
リ
チ
ク
ヰ
リ
マ
ヰ
マ
ヨ
7
ヲ・
J
F
キ
帆
ヲ
ね
ヒ
ワ
タ
ツ
ゾ
ヒ

1Iu--子
F
F
h
J
キ
ね
ね
-
司
・
ィ
・
J
ハ
ツ
リ

44F
タ
つ
り

q・F
ニ
フ
ツ

T
フ
7
t
ミ
ヨ
ト
ヲ

p
p
コ
442
旬
、
ハ
タ
予
三
E
ホ
ハ

P
9
4
t
工
hり
コ
ト
.
T
T
耳
フ
ク
ヨ
タ
チ

T
p
z
'
7
h川
7
ニ
ハ
リ

y
yホ
ミ

4
コ
コ

都市番号

4
1
4
3
6
1
4
7
4与
3
4
0
8
2
7
1
4
4
5
0
h
1
5
5
2
5
2
t
4
1
7
6
1
4
2
5
1
1ム
0
7
F
1
5
5
q・
2
7
9
6
7
8日
8
0
9
9
2
5
7
'
b
6
7
0

コ2
0
0
υ
3
0
1
1
0
2
0
3
2
Z
1
0
2
0
1
3
o
o
-
-
o
o
-
-
d
Z
1
4
υ
l
i
U
2
l
o
i
u
o
o
-
-
4
0
1
4
0
U
3
0
3
l
1
1
4
3
o
l
-

-
ム
ペ

t唱
ム
ー
ム
'
ム

1山
内
正
、
ム

qL勺
'=t勺
4-4、
4勺
ιゥ'』今
ttム
「

ι2ム
'
ム
勺

L'ム
t・
2
4司
£
吋
正
勺

4『
tq4内
!ι司
L''t1ム
唱
ム
ウ

4市
ム
司

4叶
£
勺

ζ「
4勺
LqL吋
正
、
，
た

t
1ム叶
4司
t勺
ι「
正
司

tqι
内

41&ヲ
h
d内パ

4
3
4
3
4
4
2
3
3
3
1
1
4
1
2
3
3
3斗
3
4
2
4
3
1
3
3
4
1
3
4
1
3
4
4
2
3
4
3
3
3
1
1
3
4
1
4
3
l
i
-
-斗
2
3
4
4
1
3

順位

9
0
l
2
3
4
5
'
b
7
8
9
0
i
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
3
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
G
7
H
n
v
o
-
-
2
1
d
4
5
6
 

5
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
1
7
7
7
7
7
7
7
7
1
8
8
8
8
8
8
B
8
6
8
Q・
9
9
9
9
9
9
9
9
Q，O
O
0
0
0
0
O
O
G
o
-
-
1
1
4
1
1
1

司

4句
よ
句
a
曲
、
.
晶
司
ム

tfi'E晶司
4141す
よ
司
ム

14・
可
ム
'
ム

1ム

数値

3
5
8
5
Q，
a
o
e
J
'
O
8
7
9
3‘
J
9
8
0
3
2
5う・叫
0
9
4
7
0
4ド
o
h
γ
i
oリ
8
q
2
Q，
6
4
'
o
o
l
r
J
D
0
2
6
4
7
4
2
3
0
ト

n
v
1
4
2

1
J
7
1
r
J
I
9
7
4
2
7
7う
れ

2
u
v
2
3
3
q，
b
う
H
E
l
m
-
4
2
0円ソ
1
d
z
υ
8
1
4
b
6
8
日
n
3
1
4
4
6
5
4
9
3
2
2
3
2
M
U
'
b
p・-りつ
-
M

3
2
6
0，3
1
R
Q
'
9
6
6
4
3
3
1
J
3
4
9
9
5
4
3
0
Q・つ
7
5
5う
A
h
4
4
2
2
0
0
9
0，7
'
0・b
5
4
4
4
2
7
2
i
o
o
O
Q，。勺
hr・h
7
7

•.•..••.•••.••..•••••.••••.••••..•.•..•.•••••••..••..•.••• 5
2
0
・brJう
4
3
3
3
3
3
3・J
3
3
2
2
2
2
2
2
1
1
1
i
l
l
-
i
i
1
A
l
l
-
-
4
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0ワ
H
7
9
q・リ
h7

2
2
q
L
I
l
i
-
-
1
1
l
i
l
i
-
-
i
l
i
l
i
l
i
-
-
1
j
i
l
-
-‘i
l
i
-
-
1
1
l
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
e
l
i
-
-

通番

7
4
0
8
7
5
6
5
4
5
5
9
'
h
v
7
0
7
4
2
2
1
5長
2
1
3
0
iザ
0
2
4
7
4
9
3
1
4
5
9
0
2
7
4
9
6
0
3
3
2
5
2
9
l
b
4
a
G
U
3

5
t
3
5
3
3
3
6
4
4
2
4
q
t・-
9
0
3
2
b
2
8
5
4
7
7
4
8
U
7
7
6
8
9
4
9
5
0
4
4
4
3
2
7
2
2
心
3
1
2
r
J
5
3
2
4
8
7
7

'A'EA

‘

ょ

，

ム

唱

414、
ム

苛

ム

V
A
tム

帯

8
5
5
4
2
3
4
5
8
4
4
6
2
1占
2
3
2
3
7
2
1
1
J
2
1
1
4
2
1大
d
i
-
-
1
2
2
6
2
2
3
4・吋
6
3
2
2
'
4
3
2
3
5
4
3
3
5
7・
2
4
1
1
4
1ム

c
c
c
c
s
s
s
c
c
.
L
S
C
S
T
T
r
s
K
C
S
T
C
C
T
T
C
T
f
f
1
T
T
1
K
S
T
C
1
c
k
k
k
S
T
K
S
C
S
3
s
ζ
C
K
S
K
T
T
T
 

b

a

r

b

-

p

a

r

e

-

，

b

s

a

r

-

-

-

4

4

4

t

4

4

4

4

4

4

4

 

県都市名

シ

ク

ク

シ

シ

ク

ね

シ

シ

ク

シ

ク

ク

ク

シ

ワ

ク

シ

シ

マ

ヨ

ウ

シ

シ

シ

オ

シ

u

シ

rつ
ク

つ

シ

ワ

シ

ク

ク

ウ

ユ

シ

シ

F
川

シ

シ

ク

ク

ワ

シ

h
t
h
a
F

ク
ハ
タ
フ
ヨ

ラ
シ
シ
ラ
・
ジ
ミ
フ
シ
マ
ツ
シ
ラ
H
u
n
h
・ジ・ジ

u
シ
シ
つ
ク
帆
れ

F
T
オ

u
ク
愉
ノ
シ
u
h
ノ
シ
シ
れ
シ
キ
シ
ウ

m
机
梢
シ
机
レ
シ
ラ
シ
ミ
リ
口

T

ウ
ツ
タ
ハ
ト
机
フ
ツ
ヤ
ラ
手

n
h
h
・3
・U
4
ク
勾

h
ク
つ
ね
ト
勺
・
ト
愉
川
ウ
-u
・J
ハ
シ
ラ
ク

m
・
ジ
サ
川
ツ
・
ジ
ヲ
ウ
ト

hり「
.h
シ
マ
h
r
-
y
パ
川

u
h
川・
J

ツ
ミ
リ
ヰ
'"fu
ミ
ツ

7
リ
ル
ハ
ト

1
ツ
1
・3hu
壬
ウ
ヲ
・
ジ
干

7
2
『
ツ
フ
円
f
f
J
シ
タ
リ
ウ
つ
ト
ラ
ツ
ハ
ラ
un
ワ
コ
ウ

7
-
7平
T
F
シ
り
ク
ね
タ
ね
-
フ
ワ
明

れりヰ・
7
イ
ミ
フ

η
フ
ヲ
宇

f
T
L
ハ
・
ジ
ハ
タ
p
f
b
ソ
干

b
f
z
λ
マ
-
Y
p
-
-ソ
ト

f
ι
=
アハ

Z
T
フマ
rヒ
ス

hHn，コ
η
リ
hリ
ク
リ
コ
ー
リ
ナ
ト
リ

T
メ
7

都市番号

8
5
1
o，7
5・b
ι
U
5
6
5
0
6
9
2
Aい
4
q
3
1
7
7
3
3
7
7
3
1
2
4
6
9
3
0
3
3
6
8
1
3
8
1
4
9
8
2
3
4
2
5
2
0
2
3
4
q，R
0
5

l
z
l
l
H
J
3
H
3
2
0
0
2
1
4
2り
2
1
3
υ
Z
2
1
1
0
0
0
0
1
2
o
u
-
-
4
0
1
υ
2
1
1
0
υ
υ
3
2
0
0
2
2
3
l
2
2
1
3
2
0
1
l
o

勺

4qt勺
ζ弓
tqζ
司
乙
吋
正
内
ど
吋
正
門

t勺
£
円
正
門

d
'ム
・
よ
吋

L吋
41ム刊
t勺
41ム叫
tqι
唱
ム
句
ム
ヲ

4・
4・
4'ム
'
ム
ー
ム

14qtq乙
勺

ιtム
内
ど
勺
正
内

t弓
4qttA円
〈
旬
ム

1ム内
Jι内.，
ι'sζ
「
正
叶

4つ'弓
4、
a
吋

tqt1ム
3ム
1ム

2
2
2
2
1ム
1
4
i
2
2
2
1ム
2
1
4
3
3
3
1
4
Z
1
3
2
2
3
1
J
2
3
3
3
3
3
3
3
4
1
3
2
3
2
4
4
4
1
3斗
l
2
1
1
1
2
2
4
1ム
4
3
3
3

順位

i
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
nり，
0
1
2
3
4
5
6
7
3
9
0
1
1
4
3斗
5
6
7
8
9
0
1
4
2
3
4
3ら
7
3
9
n
u
-
-
2
3・
4
R
J
6
7
日

1
1
1
1
1
i
l
l
-
L
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
1
J
3
3
3
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
4
4
4
4
A
1
5
5
r
J
5
5・H
J
3
5
5
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数値

4
H
t
'
H
5
7
3
3
b
4
υ
o
o
i
7
0
U
4
5
H
7
3
4
4
2
1
4
9
n
t
u
-
り
ふ
i
L
P
J
h
3
4
7
t
i
h
9
J

υ
り
・
4
3
2
b
3
6
b
R
1
4
1
4
H
h
'
J
4
3
i
7
6
4
0
0
h
2
1
リリ
H
2
'
H
，
ぅ
o
b
7
4
7
H
J
Q
'
2
1

2
1
1
1
1
0
0
9
7
7
7
6
6
5
4
4
3
2
2
1
1
1
1
i

。υv
o
n
n
7
7
A
4
2
V
O
い
7
3じ
3

••••••••....•••..••.•.•.•..••.•••.•••...• 7
7
7
7
7
7
7
6
6
6
G
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
b
6
6
6
5
3
5
b
b
う
5
5
h
J
4
4
4
り
7
9

ー

通番

6
2
4
5
7
8
6
4
1
9
7
3
9
6
4
l
0
4
7
2
3
3
O
H
0
6
1
U
2
3
0
3
7
5
7
2
6
2
8
8
3
 

6

l

6

2
人

J
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B 空き家は共同住宅に限られると仮定して，住

調の区市別(空き家数/共同住宅数)率を国

勢調査メッシュ共同住宅数に乗じて推定する O

C 建て方別の空き家率格差(全国市部，住調

ベース)を考慮し，共同住宅及び長屋建ての

空き家率を一戸建の空き家率の3倍であると

仮定し，区市別の一戸建空き家率を推定し，

これを，国勢調査メッシュの一戸建世帯数に

乗じたものと，その 3倍値を共同住宅および

長屋建世帯数に乗じたものを加算して推定す

るO

D Cと同じ方法により，持家，借家別の空き家

格差を 1対3と仮定し，同様の方法でメッ

シュの持家及ぴ借家世帯数に応じて，空き家

数を推定する O

0建て方別の空き家率格差を加味したメッシュ内

空き家数の推定方法(共同住宅と長屋建ては，

戸建の3倍の空き家率とする)

記号

Kj 該当区市の共同住宅(含長屋)世帯数

一住調

1 j 。 一戸建世帯数 一住調

Zj ク 普通世帯数 (=Kj+lj)

一住調

Aj ク 空き家数 一住調

a j 。 一戸建住宅数空き家率推定値
(住調より推定)

Km メッシュの共同住宅(含長屋)世帯数

ー国調

I皿: ク 一戸建世帯数 一国調

2m ク 普通世帯数 (=Km+1m)

国調

Am ク 空き家数推定値

区市別一戸建空き家率の推定(住調ベース)

KjXajX3十 IjXaj=Aj

上式より，

aj=Aj--;-(3Kj+ld 

=2j--;-(3Kj+lj)・Aj--;-2 j 

メッシュの空き家数の推定

Am=KmXajX3+ImXaj 

=(3Km+1m)--;-(3Kj十 1j ) • 

Aj --;-2 j 

3. 2 新築戸数および建て替え戸数の推計

住宅市場の地域分析の試験的な一例として，空

き家数推計とほぼ同様の方法により，最近3年9

カ月(昭和54-58年)の新築および建て替えの戸

数推定値についてのメッシュ地図を作成した。

これらの地図は，住宅統計調査による実績の新

築戸数と建て替え戸数を，国勢調査のメッシュ別

一戸建て戸数ストックにより，メッシュに分解し

たものである。建て替え戸数は，一般的にストッ

ク比倒的であると考えられるから，実態との誤差

は比較的小さいであろう。新築戸数は必ずしも，

ストックに比例はしないから，それだけ信頼度が

落ちると考えるべきである。今後，新築戸数ゃ建

て替え戸数の将来予測のメッシュ地図をつくる必

要が生じた場合などには，この差異は，さらに大

きくなると考えるべきである。

4 メッシュデータによる住宅市場の分

析・事例

4. 1 区市境界図との対比，鉄道網図との対比，

断面図などによる住宅事情の概観

住宅市場にかんする様々な指標について，メッ

シュ地図を作成し，地図全体のマクロな概観をし

ようとする場合，区市境界図との対比，鉄道網図

との対比，断面図による観察などを行なうことが，

そのメッシュ地図を理解する一つの手助けとなる。

区市境界図との対比は，住宅統計調査の区市別地

図との比較もふくめ，住宅事情の地域的把握の基

本であるし，鉄道網図との対比は，考察の対象と

なるメッシュの位置や具体的なイメージを分かり

易くしてくれる。

また，断面図は，濃淡だけのメッシュ地図では

分かりにくい個々のメッシュの指標の大きさを視

覚的に与えてくれる。
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図1 推定空き家数Dのメッシュ地図と区市境界図(部分)
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図2 推定空き家数Dのメッシュ地図と鉄道網図(部分)
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4. 2 主要統計値のランキングによる典型メッ

シュについて

住宅にかんする主要な統計値について，ランキ

ングを行ない，その上位にあるメッシュを地形図

上で確認してみると，様々な意味での典型メッ

シュを見出すことができ 地域的な住宅事情の把

握に，分かりやすいイメージをあたえてくれる O

ここでは，今回，推計した空き家数と建て替え

住宅数のほか，人口総数，普通世帯数，持家世帯

数，共同住宅数などについてのランキングの結果

を紹介する。

なお，このような個別メッシュによる考察を，

ランキングの第一位から検討しようとする場合，

メッシュ・データの誤差が目だってしまうという

問題がおこる。メッシュ・データの誤差は，全体

としては，小さい場合が多いと感じられるのであ

るが，誤差の大きいメッシュが，ランキングの上

位に飛ぴだしてしまうということが起こりうる。

具体的には昭和50年と昭和55年を比較してみると，

上位のメッシュが，入れ替わってしまい，その原

因が，実態の変化によるものか，あるいは，別種

の誤差によるものか，判断に苦しむ場合がある。

500メートル・メッシュのような，小さいメッ

シュの場合には，あまり特殊なメッシュを対象に

した分析をするべきではないのかもしれない。い

ずれにしても，この問題については，さらに慎重

な検討が必要であると考えられる 0'

以上の理由から，ここでは55年のランキングの

みを紹介する。

昭和55年の推定空き家数は，池袋4丁目，品川

区豊町，同区戸越，同区大井などに多く，また，

板橋区高島平も多くなっている。このうち，高島

平はその団地としての性格上，今回の推計方法に

馴染まない面があり，あまり信用できない。

推定建て替え戸数が多いのは，台東区三ノ輪，

竜泉，台東，小島，入谷，千束などのほか，渋谷

区本町2，4丁目(幡ケ谷駅北側)がある。

人口総数，普通世帯数，持家世帯数，民営借家

世帯数，一戸建世帯数など，いずれの指標でも一

位になる池袋4丁目は，地形図でみても，確かに

高密度の地区であるが，昭和50年には，これほど

の数値を示していず，メッシュの同定に大きな変

化があったのではないかと考えられる o (なお，

今回のランキングは，都心から15kmのメッシュに

限定した場合を紹介しているが，その外をふくめ

ると，川崎市の河原町の人口総数が一位となって

いる。)

民営借家世帯数が多いのは，高円寺北，池袋2

丁目，北大塚3丁目，渋谷区本町2，4丁目など

であり，これらの地区では，単独世帯が多いのが

特徴である。

一戸建世帯が多いのは，北区滝野川 5丁目，足

立区柳原 1，2丁目，江東区北砂3，4丁目，荒

川区千住寿町などである。共同住宅世帯が多いの

は，団地が多く，高島平が一位になっている。
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表10 昭和55年メッシュ主要統計値のランキング

数値 地図番号地図名 言実 当 地 域

493.77 55 76 品川 品 JII区豊田了 5， 6丁目
465.39 57 76 品川 品川区戸越 2， 3， 4丁目
462.13 98 67 高島平 板橋区高島平 2丁目
448.73 55 78 品川 品 )11区大井 1， 2丁目
440.18 74 70 中野 渋谷区本町 2， 4了目

地図番号地図名 貢主 当 地 域

87 74 池袋 豊島区池袋 4丁目

98 67 局島平 板橋区高島平 2丁目

55 76 品 )11 品 )11区豊町 5， 6丁目

57 76 品川 品川区戸越 2， 3， 4丁目

55 78 品川 品川区大井上 2丁目

地図番号地図名 該 当 地 域

87 74 池袋 豊島区池袋 4丁目

98 67 品島平 板橋区高島平 2丁目

55 76 品 )11 品川I区豊町 5， 6丁目

57 76 品川 品川区戸越 2， 3， 4丁目

55 78 品川 品川区大井 1， 2丁目

地図番号地図名 長室 当 地 主主

84 88 上野 台東区 ノ輪 1竜泉 3丁目

79 86 日本橋 台東区台東 3，4小島 1， 2丁目

74 70 中野 渋谷区本町 2， 4了目

73 69 中野 渋谷区本町 2，41幡ケ谷 2，3丁目

83 87 上野 台東区入谷 1， 2千束 2竜泉 1丁目

地図番号地図名 該 当 地 域

87 74 池袋 豊島区池袋 4丁目

71 93 亀戸 江東区南砂 2丁目

98 67 高島平 板橋区高島平 2丁目

75 94 亀戸 江東区大島 4丁目

76 94 亀戸 江東区大島 3丁目

地図番号地図名 主主 当 地 域

87 74 池袋 豊島区池袋 4丁目

98 67 高島平 板橋区高島平 2丁目

80 65 中野 杉並区高円寺北 2，3大和田T1，3了

74 70 中野 渋谷区本町 2， 4丁目

71 93 亀戸 江東区南砂 2丁目

数値 地図番号地図名 言i?< 当 地 主主

1966.00 87 74 池袋 豊島区池袋 4丁目

1499.00 55 76 品川 品川区豊町 5， 6丁目

1493.00 89 77 池袋 北区滝野川 5丁目

1469.00 95 70 高島平 板橋区中台 2， 3丁目

1466.00 89 91 青戸 足止区柳原 1， 2丁目

地図番号地図名 該 当 員邑 域

87 74 池袋 豊島区池袋 4丁目

80 65 中野 杉並区高円寺北 2，3大和町 1.3丁

86 74 池袋 豊島区池袋 2丁目

86 77 池袋 豊島区大塚 3丁目

74 70 中野 渋谷区本町 2， 4丁目

数百Eー「百図吾尋地図名 重支 当 全也 場主

1702，00 87 74 池袋 豊島区池袋 4丁目

1499，0口 89 77 池袋 北区滝野)115丁目

1478，00 89 91 青戸 足止区柳原 1， 2丁目

1366，00 73 94 亀戸 江東区北砂 3， 4丁目

1357.00 91 89 西新井 荒川区千住寿町

地図番号地図名 員主 当 員主 域

98 67 高島平 板橋区高島平 2丁目

87 74 す也安是 豊島区池袋 4丁目

71 93 亀戸 江東区南砂 2丁目

74 94 亀戸 江東区北砂 3， 5丁目

78 74 章苛ヲ百 新宿区大久保し 2丁目
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4. 3 地形図との対比によるメ，ッシュ別住宅事情の検討

A 田園調布駅周辺について

地形図上に500mメッシュを区分し，各メッシュの主要な統計値を一覧表にして，両者を比較してみると，そ

の地区の住宅事情をかなり具体的に把握できる。

田園調布駅周辺は，東京のなかでも，第一級の住宅地として知られているが，全体として人口や住宅の密度が

低く，特に①と⑤のメッシュでは， 25ha当りの人口が2千人以下となっている。共同住宅世帯数も非常に少な

く，公的借家世帯はゼロである。

⑥のメッシュは，駅の西側の高級住宅地と東側の商庖街が含まれているため，その統計値は，やや中途半端な

性格を示している。

⑦のメッシュは一戸建の持家が多く 6室以上の大規模住宅の数では，東京でも 5指のなかに入るメッシュで

ある。

表11 A:田園調布駅付近

メッシュ番号 ⑤ 533935131 ⑥ 533935132 ⑦ 533935141 ⑧ 533935142 
a 人口 1855 2945 4227 4586 
b普通世帯数(註) 599 1069 1444 1575 
c単独世帯数 101 272 310 405 
d最近一年間入居人口 180 350 412 675 
t一戸建住宅数(註) 486 519 886 568 
f共同住宅数(註) 85 519 521 966 
g持家世帯数 433 617 845 702 
h公的借家世帯数 O 。 。 。
i民営借家世帯数 122 378 482 612 
メッシュ番号 ① 533935033 ② 533935034 ③ 533935043 ④ 533935044 
a 人口 1648 2235 4085 5410 
b普通世帯数(註) 558 734 1459 1948 
c単独世帯数 115 156 392 616 
d最近一年間入居人口 156 211 474 636 
E一戸建住宅数(註) 406 460 808 702 
f共同住宅数(註) 137 252 600 64 
g持家世帯数 349 467 798 799 
h公的借家世帯数 O O O O 
i民営借家世帯数 176 220 541 883 

註:空き家を除く住宅数
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B 大井町駅西部について

この地区には推定空き家数の高い①，④，⑦の三つのメッシュがある。いずれも，人口，世帯数が多く，単独

世帯数も多い地区である。 9個のメッシュのいずれも，一戸建より共同住宅が多く，持家数より民営借家が多い。

とくに，①，②，③，④，⑦の五つのメッシュは，民営借家世帯が千5百以上になっている。

①のメッシュ(品川区，豊町5丁目)は，持家世帯数でも第2位であり，民営借家とあわせて， 25ha当り

3706世帯の普通世帯数となっている O

⑥のメッシュは非住宅地が多く，世帯数が多い割に持家と民営借家がすくないが，これは，給与住宅が多いこ

とによる。

表12 B:大井町駅西部

メッシュ番号 ⑦ 533935372 ⑧ 533935381 ⑨ 5側 3821
a ・人口 8495 8210 3151 
b普通世帯数(註) 3493 2936 1042 
c単独世帝数 1528 930 355 
d最近一年間入居人口 993 788 333 
E一戸建住宅数(註) 976 1147 373 
f共同住宅数(註) 2422 1525 590 
g持家世帯数 1305 1203 365 
h公的借家世帯数 O 。 。
1民営借家世帯数 2100 1484 574 
メッシュ番号 ② 533935274 @ 533935283 ⑥ 533935284 
a 人口 6531 6474 
b普通世帯数(註) 2607 2470 1451 
c単独世帯数 1048 889 238 
d最近一年間入居人口 671 619 455 
e一戸建住宅数(註) 907 892 316 
f共同住宅数(註) 1615 1488 
g持家世帯数 993 938 335 O | 
h公的借家世帯数 O 104 
i民営借家世帯数 1531 1297 390 
メッシュ番号 ① 533935292 ③ 533935281 ④間関~ I 
a 人口 9416 7423 7766 
b普通世帯数(註) 3706 2921 3368 
c単独世帯数 1441 1206 1517 
d最近一年間入居人口 962 740 904 
e一戸建住宅数(註) l305 932 897 
f共同住宅数(註) 2304 1795 2254 
g持家世帯数 1499 988 
h公的借家世帯数 。 O 31 
i民営借家世帯数 2084 1835 1944 

註:空き家を除く住宅数
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C 幡ケ谷駅北部について

この地区は，全体として高密な住宅地であり，特に共同住宅の民営借家世帯が多い地区である。特に④のメッ

シュ(渋谷区本町2，4丁目)は，普通世帯数3821で第4位のランクになっている。

また，単独世帝が多く，①，④のメッシュでは1800世帯を超えている。

また，この両地区は，推定建て替え住宅数でも，第3，4位のランクになっており，全体として建て替えが多

い地区である。

表13 C:幡ケ谷駅北部

メソシュ番号 ⑦ 833945243 ⑧ 533945244 I 
a 人口 6438 7934 

b普通世帯数(註) 2797 
c単独世帯数 1251 1438 

d最近一年間入居人口 1106 1134 

E一戸建住宅数(註) 700 800 

f共同住宅数(註) 2043 2480 

g持家世帯数 972 

h公的借家世帯数 55 O 
1民営借家世帯数 1592 1924 

メッシュ番号 ⑤ 533945241 ⑥ 533945242 
a 人口 8251 7718 I 
b普通世帯数(註) 3456 3101 

c単独世帯数 1472 1238 

d最近一年間入居人口 980 977 

E一戸建住宅数(註) 1019 954 

f共同住宅数(註) 2352 2062 I 
g持家世帯数 1225 1131 
h公的借家世帯数 36 10 
i民営借家世帯数 2050 1623 

メッシュ番号 ③ 533945143 ④ 533945144 I 
a 人口 8231 8589 
b普通世帯数(註) 3402 3821 
C単独世帯数 1509 1836 

d最近一年間入居人口 1035 1161 
e一戸建住宅数(註) 978 1072 

f共同住宅数(註) 2322 2667 
g持家世帯数 1142 1229 
h公的借家世帯数 O o I 
i民営借家世帯数 1982 2414 
メッシュ番号 ① 533945141 ② 533945142 
a 人口 8498 6769 
b普通世帯数(註) 3763 2875 I 
C単独世帯数 1862 1335 
d最近一年間入居人口 1113 1310 
e一戸建住宅数(註) 1056 627 
f共同住宅数(註) 2660 2183 I 
g持家世帯数 1176 893 
h公的借家世帯数 303 97 
i民営借家世帯数 2183 1704 

註:空き家を除く住宅数
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図6 c:幡ケ谷駅北部
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D 阿佐ケ谷，高円寺駅周辺について

この地区は，中央線沿線の典型的な高密住宅地である。特に⑨のメッシュ(高円寺北2，3丁目，大和町 1，

3丁目)は，高円寺駅の北に位置し，普通世帯数が4015で第3位，民営借家世帯数が2823で第2位となっている。

また，単独世帯は2244で，普通世帯数の過半をしめている。

他のいずれのメッシュも，やや密度が低いものの，ほtI，同じ性格の住宅地であり，民営借家，単独世帯が多

い。全体として，人口移動もはげしく年間で人口の15%強が移動している。

中央線をはさんで，対照的に類似した住宅地となっており，特に②，③，⑥，⑦の類似性が強い。

表14 D:阿佐ケ谷，高円寺駅周辺

メソシュ番号 ⑤ 533945413 ⑦ 533945414 ⑨ 533945423 
a 人口 6383 6048 8237 
b普通世帯数(註) 3026 2782 4015 
c単独世帯数 1593 1411 2244 
d最近一年間入居人口 1058 925 1198 
E一戸建住宅数(註) 836 810 1030 
f共同住宅数(註) 2111 1909 2832 
g持家世帯数 936 892 1101 
h公的借家世帯数 O O I 
i民営借家世帯数 1941 1683 2823 
メッシュ番号 ④ 533945411 ⑤ 533945412 ⑧ 533945421 
a 人口 4507 7449 6796 
b普通世帯数(註) 1997 3500 2989 
c単独世帯数 968 1932 1508 
d最近一年間入居人口 639 1350 1101 
e一戸建住宅数(註) 682 813 716 
f共同住宅数(註) 1223 2529 2187 
g持家世帯数 716 903 949 
h公的借家世帯数 31 O O 
I民営借家世帯数 1160 2381 1919 
メッシュ番号 ① 533945313 ② 533945314 ③ 533945323 
a 人口 6005 6457 6950 
b普通世帯数(註) 2652 3023 3391 
c単独世帯数 1222 1573 1902 
d最近一年間入居人口 854 1026 1156 
e一戸建住宅数(註) 928 837 806 
f共同住宅数(註) 1648 2106 2525 
g持家世帯数 1014 892 951 
h公的借家世帯数 。 。 。
LiA:堂塑家世帯立 1159 1961 2314 

註:空き家を除く住宅数
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E 池袋駅北西部について

池袋駅北西部の高密住宅地である O 特に⑥のメッシュは，人口が13325で，都心から15km以内で第1位である

ほか，普通世帯数，一戸建世帯数，持家世帯数，民営借家数などが第 lf立，共同住宅世帯数が第2位となってい

る。また，このような高密性のため，推定空き家数でも，第 1位である。

このメッシュの周囲のメッシュも高密であり，特に南側の②のメッシュは，民営借家世帯数が第3位である O

ここで注意する必要があるのは，⑥のメッシュが50年国勢調査では，これほど高密ではなかったということで

ある。メッシュ同定方法の変化による誤差が異常に大きくなった場合であるかもしれない。この⑥のメッシュの

評価については，更に検討が必要であり，最終的な判断は保留しておくべきであろう。

いずれにしても，商業地化，業務地化した③，⑦のメッシュを除き，この地区は，民営借家を中心とする高密

地域であり，特に②，⑥，⑧のメッシュに民営借家世帯数が多い。

単独世帯の比率は，普通世帯数の約半分か，それ以下である。最近1年間の人口移動は，池袋駅に近い②，③，

④のメッシュで，人口の15%強，その他のメッシュで.15%弱である。

表15 E:池袋駅西部

メッシュ番号 ⑤ 533945861 ⑥ 533945862 ⑦ 533945871 ⑧ 533945872 
a 人口 7440 13325 5527 8522 
b普通世帯数(註) 2851 5613 2500 3698 
c単独世帯数 1036 2414 1098 1755 
d最近一年間入居人口 795 1851 791 1113 
e一戸建住宅数(註) 1066 1702 667 1030 
f共同住宅数(註) 1688 3697 1765 2557 
g持家世帯数 1138 1966 722 1152 
h公的借家世帯数 128 。 91 O 
i民営借家世帯数 1458 3404 1512 2394 
メッシュ番号 ① 533945763 ② 533945764 ③ 533945773 ④ 5臼33却制附叩9似附附4必叩5貯7問 | 
a 人口 6537 7701 3923 6330 
b普通世帯数(註) 2810 3604 1667 2936 
c単独世帯数 1251 1888 855 1509 
d最近一年間入居人口 960 1222 613 1003 
e一戸建住宅数(註) 838 730 365 680 
f共同住宅数(註) 1865 2730 1215 2185 
g持家世帯数 1022 974 421 
h公的借家世帯数 。 O 23 

184 7 i民営借家世帯数 1642 2494 1149 

註:空き家を除く住宅数
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付録1 資料地図

付図A-1 区市番号、区市名、区市境界図

付図B-1 1メッシュ (25ha)当り空き家数推定値一一

推定式 国調1メッシュ(一戸建*1+その他*2)世帯数*区市別(住調空き家数/住調・

(一戸建*1+その他*2 )数) 昭和田年国勢調査、昭和田年住宅統計調査 路線図

付図B-2 1メッシュ (25ha)当り空き家数推定値一一

推定式 因調1メッシュ(一戸建*1+その他*3 )世帯数*区市別(住調空き家数/住調・

(一戸建*1十その他*3 )数) 昭和55年国勢調査、昭和58年住宅統計調査路線図

付図B-3 1メッシュ (25ha)当り空き家数推定値

推定式 国調1メッシュ(一戸建*1+その他*2)世帯数*区市別(住調空き家数/住調・

(一戸建*1+その他*2 )数) 昭和55年国勢調査、昭和58年住宅統計調査 区分図

イ寸図B-4 1メッシュ (25ha)当り空き家数 推定値一一

推定式 国調1メッシュ(一戸建*1+その他*3 )世帯数*区市別(住調空き家数/住調・

(一戸建*1十その他*3 )数) 昭和55年国勢調査、昭和58年住宅統計調査 区分図

付図C-1 人口総数(人/25Ha)一一昭和55年国勢調査路線図

付図C-2 0-14才人口(人/25Ha)一一昭和55年国勢調査路線図

付図C-3 25-29才人口(人/25Ha)一一昭和55年国勢調査路線図

付図C-4 65才一人口(人/25Ha)一一昭和55年国勢調査路線図

付図C-5 人口総数(人/25Ha)一一昭和55年国勢調査 区分図

付図C-6 0才一入居(人/25Ha)一一昭和55年国勢調査路線図

付図D-1 -39年入居(人/25Ha)一一昭和55年国勢調査路線図

付図D-2 40-44年入居(人/25Ha)一一昭和55年国勢調査路線図

付図D-3 45. 1-50.9年入居(人/25Ha)一一昭和55年国勢調査路線図

付図D-4 50.10-54.9年入居(人/25Ha)一一昭和55年国勢調査路線図

付図D-5 54.10年一入居(人/25Ha)一一昭和55年国勢調査路線図

付図E-1 通勤手段別徒歩のみ(人/25Ha)一一昭和55年国勢調査路線図

付図E-2 通勤手段別 J R (人/25Ha)一一昭和55年国勢調査路線図

付図E-3 通勤手段別 J R以外(人/25Ha)一一昭和55年国勢調査路線図

付図E-4 通勤手段別パス(人/25Ha)一一昭和55年国勢調査路線図

付図E-5 通勤手段別 自家用車(人/25Ha) 昭和55年国勢調査路線図

付図E-6 通勤手段別 オートパイ(人/25Ha)一一昭和55年国勢調査路線図

付図E一7 通勤手段別 自転車(人/25Ha)一一昭和55年国勢調査路線図

付図F-1 核家族世帯(世帯/Z5Ha)一一昭和55年国勢調査 区分図
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付図F-2 核家族世帯(人/25Ha)一一昭和55年国勢調査 区分図

付図F-3 単独世帯(人/25Ha)一一昭和55年国勢調査 区分図

付図F-4 高齢者夫婦世帯(人/25Ha)一一昭和55年国勢調査 区分図

付図F-5 高齢者夫婦世帯(世帯/25Ha)一一昭和55年国勢調査 区分図

付図F-6 単身高齢者世帯(世帯/25Ha)一一昭和55年国勢調査 区分図

付図G-l 住宅総数(世帯/Z5Ha)一一昭和55年国勢調査路線図

付図G-2 一戸建(世帯/Z5Ha)一一昭和55年国勢調査路線図

付図G-3 長屋建(世帯/25Ha)一一昭和55年国勢調査路線図

付図G-4 共同住宅(世帯/25Ha)一一昭和55年国勢調査路線図

付図H-l 持ち家(世帯/25Ha)一一昭和55年国勢調査 区分図

付図H-2 公的借家(世帯/Z5Ha)一一昭和55年国勢調査 区分図

付図H-3 民営借家(世帯/Z5Ha)一一昭和55年国勢調査 区分図

付図H-4 給与住宅(世帯/25Ha)一一昭和55年国勢調査 区分図

付図H-5 間借り 2人世帯(世帯/25Ha)一一昭和55年国勢調査 区分図

付図H-6 間借り 1人世帯(世帯/25Ha)一一昭和55年国勢調査 区分図

付図 1-1 1室(世帯/Z5Ha)一一昭和55年国勢調査路線図

付図 1-2 2室(世帯/25Ha)一一昭和55年国勢調査路線図

付図 1-3 3室(世帯/Z5Ha) 昭和55年国勢調査路線図

付図 1-4 4室(世帯/Z5Ha)一一昭和55年国勢調査路線図

付図 1-5 5室(世帯/25Ha)一一昭和55年国勢調査路線図

付図 1-6 6室(世帯/25Ha)一一昭和55年国勢調査路線図

付図 1-7 1室(人/Z5Ha)一一昭和55年国勢調査区分図

付図 1-8 Z室(人/25Ha) 昭和55年国勢調査区分図

付図J-1 -12帖(世帯/Z5Ha)一一昭和55年国勢調査 区分図

付図J-2 12-23帖(世帯/25Ha)一一昭和55年国勢調査 区分図

付図J-3 24-35帖(世帯/25Ha)一一一昭和55年国勢調査 区分図

付図J-4 36-47帖(世帯/25Ha)一一昭和55年国勢調査区分図

付図J-5 48-59帖(世帯/25Ha)一一昭和55年国勢調査区分図

付図J-6 60帖ー(世帯/Z5Ha) 昭和55年国勢調査区分図

付図J-7 1人当りー3.5帖(世帯/25Ha)一一昭和55年国勢調査路線図

付図J-8 1人当り3.5-4.4帖(世帯/25Ha)一一昭和55年国勢調査路線図

付図J-9 1人当り4.5-5.9帖(世帯/Z5Ha)一一昭和55年国勢調査路線図

付図J-10 1人当り6.0-7.9帖(世帯/25Ha) 昭和55年国勢調査路線図

付図K-l 住宅総数 一戸当り室数一一昭和58年一一イ主宅統計調査

付図K-2 住宅総数一一戸当り畳数一一昭和58年一一イ主宅統計調査

付図K-3 住宅総数一一戸当り延面積一一昭和58年一一住宅統計調査

67 
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付図K-4 住宅持家一一戸当り室数一一昭和58年一一住宅統計調査

付図K-5 住宅持家一一戸当り畳数一一昭和58年一一住宅統計調査

付図K-6 住宅持家一一戸当り延面積一一昭和58年一一住宅統計調査

付図K一7 住宅貸家一一戸当り室数一ー昭和58年一一一住宅統計調査

付図K-8 住宅貸家一一戸当り畳数一一昭和58年一一住宅統計調査

付図K-9 住宅貸家一一戸当り延面積一一昭和58年一一住宅統計調査

付図L-1 昭和54年以降建築の持家一一分譲住宅購入による率一一昭和58年住調

付図L-2 昭和54年以降建築の持家一一公社公団分譲住宅購入による率 昭和58年住調

付図L-3 昭和54年以降建築の持家一一公社公団分譲住宅購入による率一一昭和58年住調

付図L-4 昭和54年以降建築の持家一一新築による率一一昭和58年住調

付図L-5 昭和54年以降建築の持家一一建替えによる率一一昭和田年住調

付図M-1 空き家率 (昭53) 昭和53年住宅統計調査

付図M-2 空き家率 (昭58) 昭和58年住宅統計調査

付図M-3 一時現在者のみの住宅/住宅総数率 (昭53) 昭和53年 住宅統計調査

付図M-4 持ち家住宅増加率 (昭58/53) 昭和53，58年 住宅統計調査

付図M-5 貸家住宅増加率 (昭58/53) 昭和53，58年住宅統計調査

付図M-6 持家住宅室数増加率 (昭58/53) 昭和53，58年住宅統計調査

付図M一7 貸家住宅室数増加率 (昭58/53) 昭和53，58年 住宅統計調査

付図M-8 住宅総数室増加率 (昭58/53) 昭和53，58年住宅統計調査

付図M-9 貸家総数の家賃昭和58年住宅統計調査
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91 国:コンピューター・マッピングによる東京圏の住宅事情の分析島
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93 回:コンピューター・マッピングによる東京圏の住宅事情の分析島

図
様
謹

山
相
程
一
総
阻
川
智
回
目
黒
悶
午
|
|
(
司
国
民
¥
〈
)
ば
ジ
ヘ

申

l
M
H
図
と

コ
民
謡
俳
誌
明

。
・

.
0
凶
』
」
円

.。。悼戸
.
c
m
~
H
 

.
0
O
C
H
 

-。明
am

・0o
m
.。帆~
.
c
 



ミζコ
叫泊』

骨
神
玲
叫
刊
明
司
道
湖

~、、
司E

帯
叩
己
叩

]
{
也
市
出
由

0.000 -シ

ー 50.00(1 :J 

・- 100.000 :J 

・・ 150.000 :;， 

・・ ?oo.ooo :ニ，
・・ 250.000 -コ

-- 300.000 ::， 

・・ 350.000 :J 

。.000
50.000 

100.000 

150.000 

200.000 

750.000 

、00.000
350.000 

ηηo 

111 

#1# 

~~~ 

MMM 

NNN 

圃・・... 

ト

ト

ト

路線図自家用車(人/25Ha)ーー昭和55年国勢調査通勤手段別付図E-5



95 回:コンピューター・マッピングによる東京圏の住宅事情の分析島

図
議
唱
曲

=
田
部
川
附
担
酬
明

由

l
M阿
国
ヤ
↑

山
開
官

m-総
困
川
富
山
口
惜

E
l
-
-
3
E
N
¥〈
)
ヤ
て
ム

l
快

l 

、
H
c
o
o
-
C
A
Y
H
'
'

R
H
H
O
O
D
-

。N
H

a

'

A
川

口

口

0
.

。o
H

'

I

R川
H
G
e
o
-
-

ゲ
'
'

川

川

。

D
0
.
C
A
w
e
a

A

H

0

0

0

.

o

d

e

-

A
H
G
O
O
-
o
h
 

A
H
0
0
0
.
0
 

o
o
-
-
O
A
W
H
 

。。0
.
0
向
【

。o
o
.
-

。H

D
O
O
-
-
m叫

c

。。
.
0
A
W

。
。

D
.
0
d

O
0
0
.
e
N
 

c
o
o
-
-

」一」ー



U 
0> 

時
押
吟
叫
阿
古
吋
司
覇
叫
閃

一『司』司副』“!

一司

諸
国
己
中

H
m
v

∞∞ 

O. こみ

100. :" 

200. :コ

300. :" 

400. -ニ，
5~0. 工み

600. 二3

700. :" 

O. 

100. 

200. 

300. 

400. 

500. 

600. 

100. 

ト

ト

ド

路線図自転車(人/25Ha)一一昭和55年国勢調査通勤手段別付図E-7



4
4図
司

|

同

。-

u
v
J

目。・
J
日

0

0

・

吋

叫

D

・

】。。。・

H

N
♂

0

・

H

品。
0

・

H
司
凶

0

・

鶏
川
内
務
時
謝
(
↓
芹
噂

¥
N印
国
即
)
|
|
認
さ
日
印
有
国
濃
勤
時

。・庁
A
W

」『

v
i
v
o
-
マ
心
ベ

3
0
0
・
寸
心
」
『

対前。・マ
A

W

A
『

回。。。・マ
A白
昼

『

-
N
J
W
0

・mT苅
《

H
u
o
o
-
-川

-a『

H

W
明

0
・
で
A
M
」「

岡
山
吋
図

I'.t-. 
/--.， ¥.-..，j.. 

、./0回世、 -、 ー、 ，
¥ 、、

智排~ω昼1.主主宰王}ω園主主主巨'ì:' f ご1.4'ぺ J司ぶム・~~ーて只ぺに:回L6 



ミζ〉。。

券
市
ザ
酎
明
司
副
司
哨
同

本
淫
山
叩

H
U

∞hv 

司、、』、ー、、
._.......} 
....r 叫..-三

t-.._-- 、zベ(、 .....-.，i
¥. ，....、・a、
τ，，-ー

〆r 、圃叫

i 宮、j
4、〆、、
，、
.~‘­

i ， 

--A 
.... 

¥f-i 

、、 t

D. .ニ，

1000. :j 

2000. :ン

3000. こニ，

4000. 士コ-

5000. コ

~OOO. ニ，

7000. ン

区分図

O. 

1ilOO. 

2000. 

ち000.

4000. 

5000. 

hηo o. 
7000. 

核家族世帯(人/25Ha)一一昭和55年国勢調査付図F-2



99 田:コンピューター・マッピングによる東京圏の住宅事情の分析島

図
h
m
凶

山
相
臆
称
困
川
富
山
口
惜
堕
t
|
|
(出
回
目

N
¥〈
)
昨
割
問
問
時
卦

的
|
』
図
』
Y
F

、 、

C L.、、
問、九、，、〆、

.-' 
、 r'園、 r"
一， ，-_.、，

-
〆
戸

n
H
.
0
0
A
W
H
 

R
H
H
.

。。
N
同

市川.。。
O
H

A

H

-

。。£

A

H

.

。。
AW

汽

H

.

。。.ぜ

角
川

H

.

0

口
N

A
リ

H

.

0

。。
" 

-
0
0
A
W
同

.
0
0
内
回

.
c
c
c
同

.
0
o
e
h
 

.
C
O
G
 

.
0
0
4
 

.
c
e
N
 

.
0
 

。，・
Z
2
2
2
2
n

・2
z
z
口

2

24F4
・
E
z
-
-
s
τ
Z
E
S
E
E
S
-
-
z
z

z
リ

E
z
-
-

，z
v・2
2
3
z
s
s
a
s
g

口

，

'

，

d
u
μ
.日
日
・
・
川
刊
一
一
一
一
一

u
z

・!
z

，

、

・

・

2
2
2
;
:

‘

.

 

z
s
h
h
h刷
出
，

i
l
J
r
・
-
ぺ
山
口
H
2
・
日
日

" 



1989 特別号総合都市研究100 

、
)

/

 

、、

f

l

L

d

 

、

J
 

h
 

「fr JW
 

-
、，‘.

、
?
、
!
t
 

刷
閉
臆
称

E
社
目
黒
堕
J
l
l
-
「
司
図
的

N
¥〈
)
海
副
繋
択
制
鐘
但

」ー

申

l
』
図
ど

角
川

H

O

。。
.
0
m
m

』

'

A
H

。。。
.
0
0
同

，

『

乃

H
O
O
D
-
O

出向。，

内川
C
O
D
-
O
D
N
'
l

内川。。。
.
o
m
d
g
'

R
H
H
O
O
D
-
O
D
H
'
'
 

バ川

0
0
0
.

。P
t

a

h
H

川。
0
0

・0

。由。
.
0
m
m

。。。
.
c
o同

0
0
0
.
0
の
~

c
o
o
-
。。~

o
o
-
-
O師
同

C
O
G
.

。。-

c
o
o
-
O帆

0
0
0
.

。

:: 0::: 
u::: 

i'~を f~6;;i; 

:::引い}ー、ι
1Ti;号
;::¥.1:: 



101 田:コンピューター・マッピングによる東京圏の住宅事情の分析島

、、
'-、

、丸 、日ず「

...-' 
'・

¥ /'、 1'，-，-
......"" 

図
余
凶
山
間
属
一
総

E
叫
明
白
山
口
時
間
中
|
|
(
司
回
目

N
¥侮
割
)
悔
抱
寝
川
市
構
鐘
何

目

l
L
図
な

r-~.rì) 

」

F
h
m
b

。。。
.
0
J司

H''

v
m
L
e
0
0
.
G
N
H
e
o
 

』

r
p
a

。0
0
.

。。
H''

」
T
陶

m
u
c
o
-
-
O
閉

山

，

『

」
「
陶

m
U
D
O
C
.

。。

ヤ
白
僧

v
u

。。。
.
0
d

L
F
F
ι
c

。c
.
0
向

」

FMmι

。。。.。

a
e
o
-
-
J
W
H
 

c
o
o
-

。~
H

c

。c.
0
C
H

。。。
.
0
民

。。
0

・0
G

。。。
.
0
J
W

C

。。.
C
向

c
o
c
.

。

" 

? )rJ 

‘1?イ¥
hぅ、、ーヘ
¥ρ  

'1¥ {.f-白

メ ヘr.L
，、よ.-!・;:u

p、。/-.，..・“.. -， ・マ
/./、}

，、
f 



苫同

l
g
H



Jil 

E

一U
Q
凡
い

l
w
I
-
d
泌
氏
い
¥
山
河
六
軒
削
減
剃
函
ロ
)
需
品
川
制
覇
一
δ
め
訪

ー

「 ， 
守.

O. t・7イ
400.ぞヲイ

吋 OO.~?ィ

1200.や9イ

1600.r9イ

2000. tき9イ

2400.~91 

2800.r ヲイ

ー ，.J~:::::;~・ 1

住宅総数(世帯/25Ha)一一昭和55年国勢調査路線図

O. 

400. 

~OO. 

1200. 

11ら00.

2000. 

2400. 

2800. 

]{O印

付図G-l



]
(
(
)
由

券
市
町
勢
卦
藷
浦

]
-
双
山
由

帯
叩
己
中

一、、、
円ミ

0.1>11 

1ぅ0.1>1イ

300.1・9イ

450.~1イ

AOo.r11 

yちO.r"1 

000.ゃ"1 

1050.併11

o. 
lラo.
300. 

450. 

600. 

750. 

ν00. 

1050. 

..<<=. 
....‘・
・・ 0に

ト

ト

路線図一戸建(世帯/25Ha)一一昭和55年国勢調査付図G-2



E 

回
一

U
い
¥
代
い

l
w
i
・
4
%
ベ
マ
、
打
加
が
州
出
州
函

3
R
A
N制覇一
3
9当

『旬、、
電

L 

長屋建(世帯/25Ha)一一ー昭和55年国勢調査

ト

]
-
〔
)
吋

路線図付図G-3



，
 ‘
 
・1
 1
 

C
H
H
i
g
H
 

ー

‘. ‘ 

ト

h
u
ι
.
0
0
H
N

」

r
m
u

・00
定
同

ト
・
同

m
h
H
.

。o
m
H

L
F
H
U
N
-
-
o
o
N
円

」「

m
u
u
.
c
o
h
v

』

y
m
l
v
.
0
O
A
h

」

τ
m
u
h
w

・0
0
m

」
「
内

u
b
.
c



111 田:コンピューター・マッピングによる東京圏の住宅事情の分析島

図
余
凶

網
羅
稔
回
社
巴
ロ
時
盟
|
|
(
司
回
目

N
¥権
制
)

M
鴨
川
相
殺

H
1
出
国
主

、、
J 、剛
S ‘、
"、'.~・v〆旬、

_.，/ 、r、 j

』

F
e
&
.

。mO
H

」

T
a
h
-
-
C
0
3

』

v
p
h
ω
.
C
前
九

」

v
e
ι
.
0
o
e

』

F
F
K
.

。肌守

、Fh
m

ゐ
・

0
0
同

」

r
p
ι
.
白

帆

同

』

F
F
ι
.
c

" 
.
0

柄。
H

.
0

。。
.
c
v
h
 

・G
O
G

.
0
帆
A
W

.。。帆
.
c
m
問

.
c
 

、¥;、/

、、、、r、J
h今、
J ・
、-
F¥  
可:

/‘、，・.. 
，、.L.....-'-;~: ・ 2
由 c、./-..，，-:::一

ト)r 
，"'-¥ 
A 
〆



]ニN

持
抑
吟
叫
叩
官
吋
苛
出
『
哨
閃

]-u
∞坦

帯
国
-
h
叩

'
)
・
』
~
，
、
‘

，，
J

っベ
.

J

j
一，

『

1

l

y

司
，
・
-

J

山

、，
J

F

、vdc

、

r
L

、、ec
c
c
e

フ
、
a
p

叫、.
z
I
Z
C

t

y

 

z

、、
，
.
h
v

、、，、

〆

え、

" l.. (戸、j
¥{ 
J 一一

o.ド9ィ
100.やqイ

200.ぞヲイ

300.ぞ?イ

4 f) O.~9 ィ

SOO.~ ヲイ 、

んOO.Tタイ

700.T11 

う.

100. 

200. 

~oo. 

400. 

500. 

~oo. 

700. 

区分図公的借家(世帯/25Ha) 昭和55年国勢調査付図H-2



JIf 

E

一HU
い
¥
べ
い

i
宵

1

・・
4
4
W
代
℃
山
可
↑
H
i
円
が
測
同
列
国

3
R品
川
市
議
q
v
冷静司

)

」

7
、

，e
J

d

A

/

4

f

 

守〉
e

'

t

a

e

e

、τ

、
.

『

•• 

1

a

 

v

，・-

¥

ノ

一

弘

、
，
'
」
、
、
a
u
u

ヲ
-
K
i
d
d

、e
山

l

r

 

、、〉、い

、，‘、

.; 

、
J 

ー

¥(-
、ノ

¥t 
〆 ーーーー

o. t"lィ

700.1・9イ

400.1:"ヲイ

600.トヲイ

ROO.やヲイ

1000.ぞタイ

1200.~ ヲイ

1400.~'イ

O. 

2りυ.

400. 

1，00. 

00. 

1000. 

l' 00. 

1‘00. 

]二
ω

ハムL.' 

区分図民営借家(世帯/25Ha)一一昭和55年国勢調査付図H-3



]己
h
H

掛
仲
爪
ザ
叫
叩
官
吋
司
副
司
浦

]-也∞
mv

諸
国
z
h
叩

可、，、、、、
ι、_.""'-? } 、 噌司‘ ， 
，ι-
叫 、トつ
c、、"久丸. 一、，~

cぉ弘ー/・
/ 、陶園、

‘ 

.J 

旬、

九 / 

¥f  
¥{ 
ノ

O. 

40. 

，'0. 
1 ?p. 
1~0. 

フ00.

740. 

280. 

区分図給与住宅(世帯/25Ha)一一昭和55年国勢調査付図H-4



Ani 

田
一

U

Q
ペド
l
w
1
・
4
泌
氏
い
¥
、
↑
れ
し
門
ぶ
測
同
列
国
司
)
常
的
制
菰
一

3
9当

司、、 1、、、、
、........ -..，-~) -、f ザ『、

'←，-.，---〆、.~.、ト?
。¥.・久.
:g~}.、，.-'グ

~ 

rrGJ 〈、、

f‘ 

句、

" ー¥fp 
¥{ 
J 

0.000時ヲイ

5.000~ヲイ

1O .OOO~'1 

1吉.000む11

20.000~91 

25.000~7 イ

ョ O.OOO~'J イ

3 ラ .000~ '1

0.000 

5.000 

10.000 

15.000 

20.000 

2雪.000

弓0.000

35.000 

同
回
目

区分図間借り 2人世帯(世帯/25Ha)一一一昭和55年国勢調査付図H-5



]ニ∞

務
命
曲
一
日
吋
司
ヨ
哨
閃

都
浬
中

-
甲
山
山
由

「

付図H-8

〆

可
J 

" -，--: ¥r' 
\~ 
-' 

、
戸「七、 l

間借り 1人世帯(世帯/25Ha)ー一昭和55年国勢網査

r'-. 1¥ 

O.OOOOt 

10.00r.Dt 

20.000Dt 

30.000[lt 

40.000Dt 

50.000Dt 

。O.OOODt
70.000Dt 

0.000 

10.000 

20.000 

30.000 

40.000 

50.000 

60.000 

70.000 

区分図間借り 1人世帯(世帯/25Ha)一一昭和55年国勢調査付図H-6



Jif 

回
一

U

Q
ペド
l
w
I
・ィ，
W

代。い
¥

W
刊

πi円
削
減
剃
函
q
u
R
A
N
悩
萌
q
〉
冷
静
司

-
H
吋

九今
一句E

o. .71 
100.ぞ9イ

200.ヤヲイ

弓00.f>9イ

400.ヤヲイ

500."'ィ

600."71 

700.~?イ

路線図

o. 
100. 

700. 

~OO. 

400. 

弓00.

600. 

700. 

1室(世帯/25Ha)一一昭和55年国勢調査

ト

ト



一口∞

時
押
吟
前
世
吋
司
副
司
哨
閃

事
国
-
h
叩

]
{
由
∞
也

→ 

¥ 

O.トヲイ

100.r?イ

700.ぞ9イ

JOO.ぞ11

400..~~ ィ

500. ~"ィ

~OO. やヲイ

700.I'?f 

路線図

O. 

100 • 

.?oo. 

100. 

400. 

~pO . 
~OO. 

700. 

2室(世帯/25Ha)一一昭和55年国勢調査イ寸図 1-2 

ト

ト

ト



mnr 

回
一
日
は
い
¥
代
い

I
守

I
・e
ぺ
泊
代
。

v、
山
可
六
」
円
削
減
淵
圏
司
)
常
的
制
誠
司
)
湾
当

~­-. 

O. t，~イ

100.eタイ

200.t9{ 

100.ぞヲイ

400.~11 

弓 OO.~?ィ

ゐ OO.~?f

700.~~イ

O. 

100. 

200. 

言。O.

400. 

弓00.

600. 

700. 

3室(世帯/25Ha)一一昭和55年国勢調査

』同

ト

ト

ト

]己申

路線図



]
-
N
C
 

務
吟
時
百
司
藷
哨
閃

本
田
口
中

同
由
一
山
由

『

司、、、. 

路線図

o. 
100. 

200. 

300. 

400. 

500. 

600. 

700. 

4室(世帯/25Ha) 昭和55年国勢調査f寸図 1-4 

ト

← 

F 



E冊

回
一

U
い
¥
ペ
い

1
山可

1
・
‘
ぺ
叫
べ
い
¥
山
刊
↑
H
i
円
が

w
m
M列
国
q
u
p
A
N
制
覇

3
9当

『、、、. 

ー 0.000モヲイ

50.000~' イ

-- 100.000.'イ

・・ 150.000や9イ

・・ 200.000~'イ

・・ 250.000~' ィ

・・ 300.000"'1 

・・ 350.000ぞヲイ

0.000 

50.000 

100.000 

150.000 

200.000 

250.000 

300.000 

350.000 

5室(世帯/25Ha)一一昭和55年国勢調査

て

ト

卜

ト

ト

]{N】

路線図付図 1-5 



]
{
N
N
 

券
市
ザ
醐
割
引
道
湖

本
田
昌
伸

]
(
由
∞
也

『ー、、
‘ー

→ 

ー・ O.OOO~H 

0.000 ・・ 25.000~~1 

25.000 ・・ 5n.ooo~.ィ

ョ0.000 ・・ 75.000~' イ

75.000 -- 100.000むH

100.000 ・・ 125.000~1イ

125.000 ・・ 150.000~ヲイ

150.000 ・・ 175.000併ヲイ

175.000 I --

路線図6室(世帯/25Ha) 昭和55年国勢調査付図 1-6

ト

ト

ト



• 回
一

u
々
に

e
M
'
I
W
1
-
d
叫
べ
い
¥
凶
刊
↑

H

h
が
測
阿
川
園
司
)
常
的
制
菰
一

3
め
苛

可、、，、、
、、
、、，、.-")
、.....，"--，J-JU今
・.ー
。‘‘-
~:::，三、，..."，.， --0.' 

/、ー-

cr.J ピ
L宅

-

4

J

一

目

「

J

d
t〆

rJ
、J

帽

¥

d

、JJ一一、
t.

、

f
，
、
‘

..0 
0 ・・
EE 
.-.....、、
1 

J 、
J ヘ):..i、 l

o. =:. 
150. -ン

300.. =;， 

450. =ニ，
600. =;， 

750. =ニ，
。00. -コ
10雪o.土与

o. 
150. 

300. 

。50.
600. 

750. 

900. 

1050. 

~・に・… 。

1室(人/25Ha) 昭和55年国勢調査'区分図

]-Nω 

付図 1-7 



]
{
N
K
F
 

時
仲
吟
叫
叩
詞
司
ヨ
哨
閃

帯
浬
h
叩

]巴∞
hv

J

r

 

F

f

J

 

r
E
1
〆

d

k

 

d

、rJ
i

‘

F

1

.

，a
、、巴ag
a
y

t
t
 

〆""'1.... 

~ "士_....・・、._"<:0:-
¥e 
、髭
J 

t....-...;¥ 

、
J 叫Ls、i

O. 

1雪O.

300. 

450. 

600. 

750. 

900. 

1050. 

区分図

O. -ニ，
1 'iO. :j 

300'. :ン

450. -コ
600. ::;.. 

75 O. :コ

900. -コ
10ラO. ー

L _L 

2室(人/25Ha) 昭和55年国勢調査fす図 1-8 

"…町事
j

、44

一
ー
'

山

J
d
…~……か

¥
…
一
川
県

-

7

・



125 田:コンピューター・マッピングによる東京圏の住宅事情の分析島

、、}
/

 

、
F

l
」

4

、

J
 

「、fが
J
V
 

、、

山
開
寝
総
回
社
目
黒
堕
t
|
|
(司
回
目

N
¥権
出
)
草
N
H
l

同
ー
『
図
ヤ
宇

〆

.。帆。同

.
0
0
h
v
 

.
0
m
h
 

.
0
D
A
W
 

-
。
凶
ぜ

.。o
v
.。
m
H

.。

ι
.

。刷。
H

L
F
F
L

“.。。。

L
F
F

・-.。
m
h

」

r
e
ι
.

。。。

』

T
h
v
&

・0F
A
W

』

F
R
U
.
0
c
m

L
F
F
U
.
o
m
円

、
問
、
必

.
0

" " " 



]-Nm 

券
市
ザ
酎
官
吋
司
ヨ
哨
問

布
図
巳
山
州

]
{
也
∞
由

ベ

f『，

~.') 

¥fJ; 

O.~?イ

150.~ヲイ

HO.t9イ

450.~H 

600.ぞ?1

750.併ヲイ

OOO.t?イ

tO 雪 O.t~ イ

O. 

150. 

300. 

450. 

600. 

750. 

000. 

1050. 

ム...L ..--':~::::.~ .L' 

12-23帖(世帯/25Ha) 昭和55年国勢調査 区分図付図J-2 



• 回
一
日
い
¥
凡

e
H
I
W
1
・
44V
凡
℃
、
-
H
I
円
か

w
m
M判
函
q
)
南
品
川
恒
頑
一

3
9当

.; 

< 、
J 

" ¥fF 
\~ 
J 一一i、， I 

O.t?イ

ーO.やヲイ

100.t?イ

1雪O.t.イ

7. 00 ‘~.イ

?50.t?イ

型00.t?1

550.，1'?1 

1). 

50. 

100. 

150. 

200. 

2
1
50. 

300. 

350. 

-'- .-L 

24-35帖(世帯/25Ha) 昭和55年国勢調査

H
N叶

付図J-3 



。・0
0
0

N
J
M

・0
0
0

胡。・。
o
o

M
w
d

・0
E
D

H
O

。・。。
o

M

M

胡・
D
O
O

M
J
F
0

・0
0
0

M
吋
帆
・

0
0
0

0

・03
0
m川
山

W
4

N
J

山・。。。芳、
w
《

山

0

・oo
-
-司
u
w
a『

't
吋明・。。。々
山
W
ム
『

'
S
H
O
O
-
0
0
0
得

wa『

『

'

H

M

凶・0
0
o
'
d
w
弐

'

a

H

U

0

・。。。噌山凶弐

''H
可帆・。。
e
暗
唱
ベ

，. 

ヰ

国

』

品

ト

ト

ω
∞l
当
罫
(
博
識
¥
呂
田
由
)
|
|
国
現
口
白
骨
回
獲
温
州

肉
め
図

、~

〆

作詞

/p.r句、../ ¥ 
，..----
、/‘旬、¥.，..、1
寸 』、

8Z1 ~般車~是主子教主主日自主主6861 



E冊

回
一

U

Q
ペ
ド
|
可

l
・A
吋
沿
代
。
い
¥
山
刊
F
H
I
円
か
且
州
川
判
函

q
u
常
的
価
菰
司
)
冷
静
弓

]{N由

..t--~. ¥.5:-:つ

EiTL/'A;γ 
frモ?

f-..~ 

-、

¥{f 
J 

0.000舎qイ

10.000金ヲイ

20.000~ヲイ

30.000~?1 

40. OOO~ ?1 

50.000~ヲf

hO.000~?1 

70.000ぞタ

の.000

10.000 

20.000 

30.000 

40.000 

50.000 

60.000 

70.000 

48-59帖(世帯/25Ha)一一昭和55年国勢調査付図J-5 

、 鼻綱、ー、
¥ ..J' 、
、《

、、

♂、、、
1、九 4

ド ーロ目:)::::
‘ ・ー即・.

l ~._~f:~;~~; '1[ 
一二三三円語ス



1989 特別号総合都市研究130 

、、
'--" 旬、‘・ 」ー戸'、

~./ 

LノスJ'-

山
間
羅
稔
回
比
州
出
目
黒
悶
守
1
1
(
両
国
民
¥
海
副

)
l
謹

S

」
l

l

「

U
l
『
図
と

。0
0
.

。h

c
o
o
-

。。

0
0
0
.

。刷
。。0
.

。AW

0
0
0
.
c
m
 

O
0
0
.
0
向

O
E
O
-
白

同

O
D
D
-

。

』
干

F

ゐ。C
0
.

。h

』

veb
“。0
0
.
0

。

」

FHV
ル
c
o
o
-
O
F

」
F
向

vu

。。0
.
0
4
W

L
F
F
&
O
o
c
.
0
m
 

』

F
P
釦

c
o
o
.
0
N

vmρ

。。0
.
0
H

』

F
F
h
p
G
O
O
-

。
。。

JiV'ノ .~n;:L... T 
、 1J /621iji 
、，-、 1師、~. ，¥ιl川
，s ，.j I"') 
t.; _ r....! _ 
‘J句、戸:-t~ ! 
ヲ〆、.'、./¥
f 

:=0:: : 

‘.1.
，
引
;

、.• 

r
i
u
 

、.，.、
.

d

y

-

-

口

，守
-

t

'

f
同

/

可

i
L
Y

¥

f

F

、
丸
ノ

『

F1J-pj

f

J

 

/

-

f

?

 



加

回
一

U
い
¥
凡
い

i
w
i
・
d
d
w
凡
い
¥
山
可
打
l

円
相
ザ
洲
州
四
幽
司
)
舟
批
判
事
3
9
t叩

同

ω】

→ 

. 
O.OOO~. ィ

50.000~ ?f 

-- 100.000ぞヲイ

・・ 150.000~'イ

・・ 200.000~91 

-- 250.000~'イ

・・ 300.000~9イ

・・ 350.000~'1 

0.000 

50.000 

100.000 

150.000 

700.000 

250.000 

300.000 

350.000 

，...r.:rτ ・ 1

1人当り3.5帖(世帯/25Ha)一一昭和55年国勢調査路線図付図Jー 7



]-ωN 

謙
一
吟
畿
司
副
司
叫
何

帯
淫
山
叩

]
(
也
∞
坦

ーー‘、‘令

ーO.~'1 

50.~~1 

100.t91 

150.t9ィ

200.~'ィ

250.~ヲイ

300.をヲイ

350.守91

o. 
50. 

100. 

150. 

200. 

250. 

JOO. 

350. 

~:r・....・C ・ 1

1人当り3.5-4.4帖(世帯/25Ha)一一昭和55年国勢調査路線図付図J-8

F 

行

ト



E冊

回
一

U
い
¥
代
い

l
宵

i
・
d
d
I
代
い
¥
、
六
1

円
以
測
湖
函
匂
)
需
品
川
悩
耳

3
9苛

へ、

O.ぞ9イ

100.~ヲイ

200.1>7イ

300.~~ ィ

400.~~イ

500.t~ィ

600.t91 

700.~~ イ

..-1.:，::::::士二・ l 

l人当り4.5-5.9帖(世帯/25Ha)一一昭和55年国勢調査路線図

O. 

100. 

200. 

HO. 

400. 

可00.

ゐ00.

700. 

000 

111 

### 

，・，・，・

MNN 

""" ..1 ... 

]Fωω 



]{ω
九日

務
玲
叫
叩
詞
吋
寸
萄
判
四

靖
国
己
叩

](mv

∞∞ 

一

ー‘、、。

L 

O.~9f 

100.~ヲイ

200.~1f 

300.ぞH

400.ぞ9イ

500.ぞ1f

600.~タ f

700. ~9f 

路線図

o. 
100. 

200. 

300. 

400. 

500. 

600. 

700. 

l人当り6.0-7.9帖(世帯/25Ha)一一昭和55年国勢調査

』

ー

r-



/""" .;..-

SEI よ止.fÇω皐1.主主~:ijω園主主主巨 9r ごL~ イ J司 ι ム・-~ー τ只々に:田 智



，.- '-.，J 

'" ¥f・「旬、.、

6861 主}f1自主主 混血L凶暴号:務 9tI 



島 田:コンピューター・マッピングによる東京圏の住宅事情の分析 137 



山
間
羅
↑
抑
制
端
明
記
l
l社
∞
目
黒
堕
|
|
採
州
ε
矧
民
l
l
M
W枇
明
記

4yi
凶
函
と

1989 

切

/f
 d J

 

「f
 ，d
 

h
A【
M
o
n
.
A
P

R
r
A
0
0
0
.
n
 

F
A
O
C山
.
e

h
A
O
D
D
-
a忘

れ

A
O
O帆
.
n

F
A
O
D
D
-
n
 

n
A
0
2
山

.
N

R
A
O
O
C
.
N
 

o
o
n
.
的

O
D
D
-
A
U
 

O
D
A
-
-可

O
D
D
-
e
 

D
o
n
-
n
 

O
D
D
-
n
 

D
o
n
-
h
 

D
0
2
.
刷

特別号総合都市研究138 



Z冊

回
一

u
い
¥
凡
い

i
山ア
l
-
e
ぺ
花
氏
い
¥
h
y
，六
i

円
以
測
測
園

3
R品
川
制
誠
司
)
ぬ
希

]-ω
由

¥ 

'-.-t.._.~. \ 

Zム

、¥"...-g;、.ー・ J

.-.. . 司・.
'・.. 、.. 
ど..........-'¥

/ 、
ιF命 、イ 、、 戸時

12.000"‘ヨヲ

15.000"‘ヨウ

18.000"‘ヨウ

21.000"‘ヨウ

2勾.000"‘ヨヲ

27.000"‘3ウ

30.000，，-・ヨウ

:33.000シ‘

--

-
Z
J
A
 

、r
K
L
H

A

・

、
.z=

-
誌

-ae.，，
.... 

3

・・・・・・・・

『三.‘，

... 

』・・・・・・・・

't'・a

・，
..... .
 

•••••••.. •••••••• • 

1.< 

住宅持家一一戸当り畳数一一昭和58年一一住宅統計調査

12.()c>0 

D.UOO 

1e.Uoo 
21.c>00 

24.l100 

27.UOO 

3r) .000 

33.000 

付図K-5

、--、，・ー
、........ 『句、

¥ 
、~ー.



140 総合都市研究特別号 1989



島 田:コンピューター・マッピングによる東京圏の住宅事情の分析 141 



1989 

--' 
.r"--.. .......，r' 
守、 r一
、-".，J

特別号総合都市研究142 

∞

凶

図

と

hvme'
品

O
D
D
-
円
円

A
V
m
g
A
g
o
o
-
o
n
 

p
m
s
品

D
E
o
-
』

戸

向

。mg
A
ロロ
0
.
f
判

。明
g
A
O
D
D
-
吋

N

A
V
m
s
A
C
D
0
.
国
刊

。ms
A
3
0
0
.
m
H

A
r
m
s
A
D
D
S
-
h
吋

0
0
0
.
n
n
 

O
O
D
-
-
n
 

D
O
G
-』
戸

N

D
3
2
.
e
N
 

B
O
D
-
H
N
 

O
D
D
-
司
同

O
D
D
-
n
同

O
O
D
.
町
四



143 

桝
羅
↑
選
制
州
γ
|叫
耳
目
黒
阻

T
l際
阻
割
高
広
1

M

W

出
抑
制
叫

田:コンピューター・マッピングによる東京圏の住宅事情の分析

~ 

r"~ ・ F
、../"--句、J

‘

z

・ZOD
D
-
山

門

同

'

'

z
s
z
c
o
o
.
0
h
H
a

，
 

z
e
Z
0
0
3
.
的
白

H

a

，

z
・ZD
口
白

.
0
h
v
'
a

z
e
Z
D
O
G
-
伯
作

z
s
E
D
D
O
-
D
a
 

z
e
Z
D
O
P
.
m
e
 

z
-
-
Z
O
D
D
-
o
n
 

0
0
0
.
同
町
刊

D
O
S
-
D
N
叶

O
C
D
-
n
D吋

O
D
D
-
a
F
 

0
0
2
.
n
h
 

O
D
D
-
O占

0
0
2
.
n
e
 

D
つ
2
.
D
n

島

、-

4手 r、.!
‘r‘'、'‘、 J.' ~ ， I I 
ヤ /iHill
‘.，i¥..0.. 11:::::: 1小、u.JJ'11' 
/ - ・"'f'宮内IIV

;:;;~{:..; 
・2

::::: : 
:: 



寝
起
川
富
山
口

EEl---M付
時
吋
け
ウ
ベ
盤
引
起
機
余
|
l
M
W
常
(
b
繰
般
盤
亘
社
苫
ロ
時
間

E
同

1
4
図」
Y
宇

1989 

r 

r"-¥ 
、'、J

〆

，...-..-../.-・')'
r' 

t 、

明

D
O
ロ
.
F
A

抗

D
o
c
.
D
m

担

D
D
0
.
的

aw

日
ロ
D
O
.
C
.
、

凶

0
0
0
.
J
U
向

日

D
0
0
.
0門

担
ロ
ロ
0
.
F
科

目

O
D
D
-
o一吋

0
0
0
.
的

m

O
D
a
-
-山

口
o
a
.
m

・-

O
O
D
.
D
.
‘
 

C
D
0
.
n
n
 

O
D
D
-
2
門

D
O
E
.
n
N
 

0
2
3
.
3向

特別号総合都市研究144 

-
¥ 、
}九

ノ・
，、/'111

~....i._ _..，J・'0110
，:，，，/略'y'-~~~/. 

4・・ 10:

i¥ 
ハ¥( .. ".... ¥ ~~ 
，、



Z冊

回
一

u
υ
¥
べい
l
w
l
・
d
'
w
ベマ、↑
μ
i
円
以
洲
同
列
国
司
〉
常
的
制
覇
日
)
湾
当

ー
、

戸、
J
，、
t
¥

f

t

t

 

、Z主
e....-・/¥、

戸川、」れ

1.000 百

2.000 :; 

J.OOO ~ó 

'1.000 :; 

5.000 :o 

...000 出

7.000 :0; 

0.000 完

1. Ll()O 

2.UOO 

3.000 

1..000 

~.UOO 

4・.UO('
7.リ00

8，000 

]
-
品
目

昭和54年以降建築の持家一一公社公団分譲住宅購入による率一一昭和58年住調付図L-2



、、戸い
/f
 

J
 

「f
 ，V 

M
 

1
 

3
 
、

寝
起
川
富
山
口
高
田
l
l
|船
時
吋
以
ベ
盤
mw組
幡
市
引
回
ボ
ギ
ぷ
|
l
M
W
紫
(
巳
酬
輔
副
出
掛
邑
当
川
吉
田
ロ
福
田

一

日

H
H
U
.
4
m

ノ::::::::'l 

') i ii ii汚
〆 ;i;;'~'
J282Z211 

/ .，-.. .'，il 
.JI ~， 

的

J

図
と

1989 

〆、，

，.'ー"-..r"・下
(' 

¥ t  

ululli i e 
/、-、}

官

D
D
9
.
N
n
'
s

訊

O
D
D
-
曲
同

r
c
o
o
-
C
N
 

W
O
O
D
-
D
N
 

提

D
e
o
-
4同

民

O
D
D
-
N
H

F
0
0
5
.
司

r
D
0
3
.
e
 

。。白
.
N
n

ロロ
2
.
E
N

D
0
2
.
4
N
 

D
o
o
-
-
N
 

O
D
D
-
G
H
 

s
e
a
-
向
吋

D
o
s
-
国

0
0
2
.
s
 

特別号総合都市研究146 



c
=
=
 

•• ••. 
目

』

-、崎、、、、、
X
X』
a

x
x
x
 

z
z
z
 
置・・

M
a

・C
O
O

M
V

・c
c
c

u
c

・C
O
D

u
u

・c
o
c

e
c

・c
o
o

b
u

・c
s
o

m
c
・C
D
D

u
u

・0
0
0

ヰ
図
「

l
h
F

函
い
さ
足
柄
相
」
山
』
'
蒋
鴻
精
司
)
本
拠
|
|
掛
布
川
梢
F
H
h

が
山
相
|
|
国
国
当
日
∞
令
常
盤

N
0

・0
0
口

M

M
W

・0
0
0
民

U
0

・0
0
C
日

u
u

・0
c
c
u

b
c

・0
0
C
M

b
u

・c
o
o
u

U
G
-
-
o白
日

u
u

・0
3
c
n

、
J ， 

~ -.../.........--

r、'‘

'" .'← L.，..J 

r' 

智排{Çω割，主主2王Jω圏主主巨9: f ごLtÍぺ J司 ι ム・-~ー τ只ぺ c 回LtI 



S-l国土}~司王吉田口組H一一牽't:':rごJ'"義主主一一家封ω業主主刻T司会開口組H

../‘、
~..、e、

5.，:・配...........

_.1ニ三s~ 
.._..“~......- -.ム'ee:.!" … ・・ → =~:;;s:. 

ooo'~~ 

OOO'Oc 

000'r，ゎ

000'0・，
()00'~( 

ooo'OC 

000・Eと

ooo'oz 

!.: 000・cc
!; 000・oc
・OOO'c.. 
恒 000・0・，
!. ooo.cc 
~ 000'(¥( 

・'o 000'<;1. 
!o 000 'C，Z 

4 
J ・

、:2~
，・' 、玉呈2 ・、い
Jτ-;:;  ..::::: 

¥-22EZ 
J¥ .--_..-1-¥、-.-"
'.......-'、、

{./・へ
、、¥
一、 I 、- ( 

cc“ 
【 Z

~ 

ニ=己三

~、〈 52
1¥' 】芸
/、 x、 CC

j¥ー
/~.，，)-

r(、i.. t. 
t 司、〆， 
~ 

、、「、ぺ..r.;

品
川
山
由
一
[

市
山
古
田
定

∞4T
J
[
 

ω
ト
』
同
時
拒
穏
や
誕



149 

刷
相
官
官
布
梶
山
材
組

社
的
山
口
惜
堕
(
的
目
阻
国
)

M
W
M欄

抑

制

円

l
E
図
と

回:コンピューター・マッピングによる東京圏の住宅事情の分析島



同
日
(
)

時
仲
玲
加
国
司
副
司
哨
閃

希同
ι
中

]
(
也
∞
hv

J LL〉|、 I.....，_..山、f 、・+.Io----"，
!、¥.

}¥  : と主主、、， ‘ミヲ、.-・'

f¥f-l:イ
p、戸・ ，r'.~/ 
". ( 、、司、 i
ミミ J¥。、

f

，、

s

i
l
l
i
-
-
l
l
l
 

υ
t
t
-
d
F
I
F
M
M

同

国

，.
2
t
-
a
F
4
F
"
"
"
M
 

H

・・ι
t

一d
，P

M

M

H

匝

一

-

住宅統計調査(昭58)昭和58年空き家率付図M-2



151 回:コンピューター・マッピングによる東京圏の住宅事情の分析島

山
間
寝
把
握
m
Y
M巴

叶
的
目
黒
笹
(
的
呂
田
)

間
耐
緑
川
肘
様
相
州
}
¥
m
w刊
何
日

(
b
4町
(
b

制
帽
慰
金
1

的
1
2
図
と

F 

，...."ーーーー-_..、J一
d 

0
0
0
.
n

園
田
園

訓

O
D
D
-
m
u
-
-
O
D
D
-
e

園
田
園

日

o
o
o
.
e

・，
O
D
D
-
n
z
x
z

!日
l
o
o
o
い円
|
l
l
H
い
l
o
b
R
N
1
1
1
1
1
1
F

目

O
O
D
-
N
'
e
O
D
D
-

」【---

n
O
D
D
-
H
S
S
O
D
D
-
o
 

n
O
D
D
-
o
s
e

ロロ
O

ー

一一



回
目

N

券
市
W

勢
司
事
凶

帯
浬
山
州

】
双
山
由

〆

、
J 
K 

111f 

ム

いいl; ~・ 00(， ~ 

~.o00 10.000 沿 1

111 llJ.1I00 ・・ l~ .0.00 :o I 

νf一寸に1山首一二τ一-fo:<:ooτl
~~~ 2 (1 .00~ ・・ 25.000 !o 

141414 25.0円0 ・・ )O.OJ・'J :-; 
川 )<l.'lω ー払000:; 

州H--)-S元市一ご一百:c{ö-~

Uli 40.000 

住宅統計調査(昭58/53)昭和53，58年持ち家住宅増加率付図M-4



153 

山
開
隠
↑
明
惜
川
甘
起

川
富
山
，
的
目
黒
皆
(
何
回
¥
∞
白
壁
)

聞
け
星
野
明
記
漏
出

出

-
E図
ヤ
干

田:コンピューター・マッピングによる東京圏の住宅事情の分析

、、
、h‘~-~、_... .. ， 一一

..r~~，、 ー一一ー
ー

g

・
0
0
0
.
n
N
'
'
'

uLRULド
h
l
b
q円
u
h
-
-
z
z
z
'

M

戸

M
U
G
-
=州

'
'
U
0
0
.
A叶

x
z
x

q
a
g
o
-
の

H
'
e
o
o
J
.
1
4
H
a
‘
z
z

叫

R
o
o
d
-
2
H
E
B
O
o
s
-
山

&

・

‘

‘

k
l同信い
M
l
I
H
-
-信
行
ト
Ill-K止
'

w
o
o
っ.ロ

'

t

q

D

つ

.4u'-"-

-
B
C
C
C
.
内

g

'

E

q

E

2

.
己吋，

g
o
o
-
つ吋，

E
S

ココ
τ

島



1989 特別号総合都市研究154 

刷
附
骨
紐
福
州
端
抑
制
叫

間
昨
口
再
響
額
M
W
m
w
起
M
W
A
4
紫

也

-
Z
図』
Y

』

排
出
。
的
包
帯
笹
(
問
的
¥
∞
凶
盟
国
)

-・

0
0
D
.
0
H

・・・

目

白

0
0
.
0
H

・，E
D
D
O
-
司
・
・
!
・
・
園
町
田

日

O
D
D
-

咽
・
，
O
O
D
.
占

z
x
x

日

0
0
0
.
咽

'

'

O

D

D

-

e

x

x

z

由

o
o
o
.
e

・-
e
O
D
D
-

刷
、
、
、

日

0
0
0
.
N
;
・
，
，
a
i
o
o
O
.
O
・
l
i
l
-
-
1

、'

日

O
O
D
.
D

・S

・
0

0

0

.

N

'

-

-
四

日

0
0
0
.
N
a
e
-
O
D
D
-
e
s

目

O

D

D

-

-

q

e

'

s

O

ロロ

一一

1 
，，/"-、 i，白.、 j

.:，..ノーy
-ー守

_.> f 
("'" -:. 

.~初

、 .'国側
f 

f 
〆
/、， 
、1
-/ 
， 



-
9
・D
O
O
M

'
e

・D
o

o

-

-

-

M

・0
0
O
M

h

-

-

'

M

・0ロ
ロ
'
・

0

・D
O
O
M

-wwVIllioパ
E
a
q
l
u
l
l叫
u
d
q
q，
問

、、1
N

・0
o

q

'

'

e

・O
D
O
M

-

-

z

z

b

・D
O

D

-

-

F

・0
0
0
M

z

z

z

h

v

・D
O

D

-

-

血・
0
0
O
M

--z圃
I
l
l
l
h
u
g
-
-
H川
l
u
u

-

-

-

H

0

・D
O

O

-

-

-

4

斗
園
三
|
一
-

(罰印∞¥日
ω)
回
国
き
お
い
∞
骨

除
品
川
議
叫
↓
剛
酒
凶
附

滞
叫
刊

RAN州
灘
越
国
ロ
樹

智与やfCω基，主主宰現ω園主主主主含すごLtIぺJ司4ム・ -t--τ只ぺc 回SST 



一--

一:2;;21詰:

ヰ
函
冨

l

∞
常
的
勢
津
川
削
減
認
辻
ロ
悦

(
罰
印
∞
¥
印

ω)
適
当
日
ω
・
富
山
相

除
品
川
詩
型
叫
品
開

、，.，‘.
一一一二 'L..J
ーー r' → -

¥..-........-¥‘'1.... 

一 一一
9S1 Ci.Z雌息日号ミ子%'*.fTng劫6861 



一

"

"

"

H

O

O

D

-

--四
-

H

U

C

0

・

一、、‘

N
C
C
0

・

、、、』
M
U
0
0

・0

z

z

z

u

O

C

D

-

z

z

z

u

山

woo
・

4
4
函
冨

l
也

滞
納
勢
湾
ごう
事情 一
同一一一一

遇
制
ロ
日
∞
令

智批.fÇω製，主主~;ij-ω園主主主主 'ì::r :!'kぺ;:t(..ム・-~ー τ .(lぺ c: 田lSI 



158 総合都市研究特別号 1989

Key Words (キー・ワード)

Tokyo (東京)， Computer Mapping (コンピューター・マッピング)， Housing Condi-

tion (住宅事情)， Mesh Data (メッシュ・データ)， Population Census of Japan (国勢

調査)， Housing Survay of Japan (住宅統計調査)， Housing Start Statistics (住宅着工

統計)， Housing Vacancy (空き家率)



島 田:コンピューター・マッピングによる東京圏の住宅事情の分析

HOUSING CONDITIONS OF TOKYO AND 

ITS SURROUDING AREA BY COMPUTER MAPPING 

Ryoichi Shimada * 

*Center for Urban Studies， Tokyo Metropolitan University 

Cmntrehensive Urban Studies， Special Edition， 1989， pp.35-159 

159 

Using 500 meter mesh data of 1980 Census and statistical data by cities of 1983 Housing Census and Building 

Starts Statistics， the housing conditions of Tokyo and its surrounding area are expressed as several kinds of computer 

mapping. Population by age， number of dwellings by tenures， number of commuters by methods of transportation etc. 

are examples of mapped data. The output results are overlapped or compared with transportation network map and 

other maps‘ Mesh data of housing vacancies are estimated from the vacancies by cities of Housing Census and mesh 

data of house by tenures of Census， and produced as an estimated vacancy map. Meshes are ranked by each statistics 

data and special meshes like the most densely inhabited mesh are examined with some interest. 




